
@ 男女共同参画都市宣言
21世紀の震が開いた今、私たちは輝く未来を創り
たい。自分を生かし、他人を認め、女も男も共にいき

いきしたきらしができるまち我孫子にするために、 こ

こに 「男女共同参画都市jを宣言します。

1;私たちは、男女がお互いの人権を尊重する我孫子に
します。

2私たちは、社会のあらゆる分野で、男女が平等に参

画する我孫子にします。

3私たちは、男女が一人ひとり自立し、責任を分かち
合う我孫子にします。

が一つの窓口でな手続きいろいろ

市
民
課

「
総
合
窓
口
」

が
4
日
に
オ
ー
ブ
ン

市
内
へ
の
転
入
や
転
出
、
転
居
な
ど
の
手
続
き
を
す
る
際
、
こ
れ
ま
で
は
市
民
課
窓
口
の
ほ
か
に
い
く

つ
か
の
窓
口
で
関
連
す
る
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
市
は
、
皆
さ
ん
の
こ
う
し
た
わ
ず
ら
わ

し
さ
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
、
手
続
き
を
一
つ
の
窓
口
で
行
え
る
「
総
合
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す
。

総
合
窓
口
は
、
市
民
課
の
窓
口
業

務
に
加
え
て
国
保
年
金
課
や
介
護
支

援
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
学
校
教
育

課
な
ど
の
業
務
で
主
に
転
入

・
転
出

・
転
居
届
に
伴
う
も
の
と
、
課
税
課

の
市
税
関
係
証
明
書
の
発
行
な
ど
を

取
り
扱
い
ま
す
。

総
合
窓
口
で
新
た
に
取
り
扱
う
業

務
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
ど
お
均
各
担
当
課
で
も
取
り

扱
い
ま
す
。

な
お
、
転
入
や
転
出
届
な
ど
住
民

異
動
に
関
連
し
な
い
業
務
や
、
専
門

的
な
内
容
を
伴
う
業
務
は
、
従
来
ど

お
り
各
担
当
課
で
の
手
続
き
に
な
り

ま
す
。

フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
ご
案
内

フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
(
総
合
案

内
を
す
る
職
員
)
を
新
し
く
配
置
し

ま
す
。

届
出
舎
や
申
請
書
の
記
入
方
法
や

手
続
き
窓
口
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

受
付
番
号
発
券
機

受
け
付
け
を
効
率
よ
く
行
う
た
め
、

受
付
番
号
発
券
機
を
設
置
し
ま
す
。

住
民
異
動
届
、
戸
籍
届
、
印
鑑
登

録
、
外
国
人
登
録
、
住
民
票

・
戸
籍

証
明
、
印
鑑
証
明
、
税
務
証
明
の
7

種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

証
明
書
専
用
カ
ウ
ン
タ
ー

窓
口
の
混
雑
を
解
消
し
、
証
明
書

申
請
の
方
へ
の
交
付
を
ス
ム
ー
ズ
に

V総合窓口で取り扱う市民課以外の業務
区分 手続きの種類

転入・転出・転居届、婚姻・離婚によ
国民年金る種別変更届、死亡届、年金受給者の

住所・支払機関変更届

転入・転出・転居・世帯主変更 ・世帯合
併・世帯分離・氏名変更・出生・死亡届、

国民健
出産育児一時金・葬祭費支給申請、遠隔

康保険
地保険証交付・非誌当申請、はり・灸・
マッサージ等施設利用券申請

老人医療受給資格の取得・喪失・変更届、
老人医療

老人医療受給者証等の再交付申請

転入時の介護保険要介護認定申請
介護保険

転出時の介護保険受給資格証明書の交付

母子手帳の交付、乳幼児医療費助成申
母子保健

請・受給者証の交付

市県民税所得証明書・課税証明書・非
課税証明書、納税証明書、軽自動車車

税証明
検用納税証明書、固定資産評価証明書、
固定資産公課証明書の交付

「ポイ捨て禁止Jrフンは持ち帰ろうJ
の看板配布、生ごみ処理容器等購入補

ごみ関係
助金申請、資源回収用具の払い出 し、
ポカシの配布、し原くみ取り申請

転入学・転校届、我孫子市ナンバー(原
その他付バイク等)の登録・廃車、広報郵送

受け付け、ガイドマップの配布ほか

行
、
つ
た
め
、
証
明
書
申
請
受
付
専
用

カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
謄

・
抄
本
、
市
税
関
係
の
証
明
書
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
い
す
巳
座
っ
て

総
合
窓
口
は
、
証
明
書
専
用
カ
ウ

ン
タ
ー
を
除
き
す
べ
て
の
カ
ウ
ン
タ

ー
が
低
く
な
り
、
い
す
に
腰
を
か
け

て
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
率
い
す
で

の
利
用
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の

た
め
、
仕
切
り
板
を
設
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
市
民
の
ニ
1
ズ
に
応
え

る
親
切
な
窓
口
を
め
ざ
し
ま
す
。

固

市
民
課

・
内
線
3
1
7

指名入札を廃止

公募型入札ヘ移行
=談合防止|こ新たな制度=

平
成
時
年
度
の
市
庁
舎
電
話
交

換
業
務
の
霊
で
、

7
業
者
に
よ

る
談
合
が
行
わ
れ
た
(
結
果
と
し

て
は
不
成
立
)
こ
と
が
新
聞
で
報

便
利
で
親
切
な
市
役
所
に

市長

橋
喝
市
島

市
民
の
皆
様
を
「歩
か
せ
な
い
」

「
待
た
せ
な
い
」
「
迷
わ
せ
な
い
」

こ
と
を
目
標
に
、
住
民
具
動
に
か

か
わ
る
手
続
き
を

一
つ
の
窓
口
で

済
ま
す
こ
と
が
で
き
る
「
総
合
窓

口
」
を
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
来

庁
さ
れ
た
方
が
ど
の
よ
う
な
用
件

か
お
聞
き
し
て
案
内
す
る
フ
ロ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
ま
す
。

福
祉
の
分
野
の
あ
ら
ゆ
る
相
談

を
受
け
る
「
福
祉
総
合
相
談
室
」

(ω
年
開
設
)
と
あ
わ
せ
、
便
利

で
親
切
な
市
建
附
を
め
ざ
し
ま
す
。

公
正
な
競
争
を
確
保

市
役
所
の
電
話
交
換
業
務
は
、

2
0
0
1
年
か
ら
業
者
選
定
方
法

を
改
革
し
、
本
格
的
な
競
争
原
理

を
導
入
し
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
初
年
度
か
ら
談
合
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
き
わ
め
て

残
念
で
す
。
結
果
と
し
て
談
合
は

不
成
立
で
し
た
が
、
許
さ
れ
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

業
者
に
対
し
て
は
厳
正
な
処
分

を
行
う
と
共
に
、
入
札
制
度
等
の

思
い
切
っ
た
改
革
を
実
行
し
ま
す
。

す
べ
て
を
公
募
型
に
す
る
と
同
時

に
、
郵
送
亙
孔
の
入
札
で
、
参
加

業
者
名
が
業
者
間
で
は
分
か
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
れ
ら
で
公

正
な
競
争
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

-R改革
の
内
容
女

①
す
べ
て
の
入
札
を
原
則
と
し
て
、

指
名
競
争
入
札
か
ら

一
定
の
条
件

を
付
し
た
公
募
型
競
争
入
札
へ
移

行
す
る
。

(
従
来
は
1
億
5
0
0

0
万
円
以
上
の
建
設
工
事
の
み
)

②
入
札
参
加
条
件
な
ど
は
、
告
示

と
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
で
公
表
す
る
。

③
発
注
内
容
の
説
明
会
(
現
場
説

明
会
)
は
取
り
止
め
、
入
札
舎
の

提
出
を
郵
送
に
よ
る
方
法
に
改
め

る
。
予
定
価
格
(
上
限
価
格
)
は

事
前
に
公
表
す
る
。

(
公
開
競
争

見
積
り
合
わ
せ
も
同
じ
)

園

管
財
課

・
内
線
2
2
4

日
月
9
日
は
衆
議
院
と
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日

投
票
時
間
は
午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時

じ
ら
れ
ま
し
た
。
市
と
し
て
も
、
談

合
に
参
加
し
た
と
さ
れ
る
業
者
に
対

し
事
情
聴
取
を
行
い
、
談
合
の
事
実

を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
業
者
は
日
月
お
日
現
在
、

千
葉
地
方
検
察
庁
松
戸
支
部
に
書
類

送
検
さ
れ
て
い
る
段
階
で
す
。
市
は
、

検
察
庁
の
処
分
を
待
っ
て
指
名
停
止

な
ど
の
措
置
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
、
入
札
制
度
な
ど

の
改
革
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い

た
と
こ
ろ
で
し
た
。
こ
の
改
革
を
、

次
期
の
電
話
交
換
業
務
の
業
者
選
定

な
ど
を
行
う
同
年
3
月
か
ら
に
早
め

て
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

詳
し
く
は
3
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ちまれる手賀沼を誇し存北ハ鳥がと人
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9日(目1)9時̂'15時1 1月8日同9時̂'16時30分• 

さ
ら
に
充
実
し
た
企
画
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

実
行
委
員
会
構
成
団
体

我
孫
子
市
、

烏
の
博
物
館
、
日
本
パ

1
ド
カ
1
ピ

ン
グ
協
会
、
側
山
階
鳥
類
研
究
所
、

例
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
、
例
日
本
野

鳥
の
会
、
日
本
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
ア

ー
ト
協
会
、
我
孫
子
野
鳥
を
守
る
会
、

こ
ち
ど
り
の
会
、
制
日
本
望
遠
鏡
工

業
会
、
側
文

一
総
合
出
版
、
制
我
孫

子
青
年
会
議
所
、
エ
コ
ツ
l
リ
ズ
ム

協
会
、
夏
目
小
電
力
側

圃

ジ
ャ
パ
ン
パ

l
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
(
市
役
所

企
画
調
整
担
当
)

・
内
線
2
7
3

in Abiko 

「ジ
ャ
パ
ン
パ
l
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
什
月
8
日
・
9
日
に
市
内
6
つ
の
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

「人
と
鳥
の
共
存
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
l
マ
に
、
全
国
各
地
で
鳥
類
保
護
、

自
然
保
謹
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
、
自
治
体
な
ど
が
我
孫
子
に
集
合
し
、

-mを
テ
l
マ
と
し
た
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
自
然
環
境
の

大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

ノ、ノレ
ジ
ャ
パ
ン
パ
l
ド
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は、

我
孫
子
市
と
全
国
の
烏
に
関

す
る
団
体
や
企
業
で
実
行
委
員
会
を

組
織
し
て
行
う
、
日
本
最
大
規
模
の

「鳥
の
祭
典
」
で
す
。

今
年
は
3
回
目
。

「肌
号
、
知
る
、

触
れ
る
、
烏
を
楽
し
む
2
日
間
」
を

合
い
言
葉
に、

烏
の
彫
刻

・
絵
画
展
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
上
映、

子

ど
も
パ
l
ド
カ
l
ピ
ン
グ
教
室
な
ど

2003 

イ

.Japan 8ird Festival 

ング、 デジスコ体験ほか

鳥を楽しむ2日問。蝿の銘菓展示、 7¥-ドヲf
ツチング、グッズの販売、

ミニコンサー卜ほか

触れる、

館d当hZ玄民

「水鳥との出会い、人との交流、

賑わいの広場」

沼親水広場
・行政・NPO・NGOパネル展示

・望遠鏡・現眼鏡体験コーナー (一部販売)

・湖畔・船上バードウオッチング

・海外のバードフェスティパJレ情報 ほか

一ー:ノ親水ステ

手賀

「世界の鳥、学びの広場J

鳥の博物館

-企画展 「鳥と木の実J
・小・中学校カービング作品展

(11月1日-)

※8日.9目、入場料は無料になり

ます。

「華やかな鳥、 楽しい広場J

アビスタ
・ワイルドライフアー卜作品展

・子どもバードカービング教室

・鳥のビデオ作品上映

・鳥の銘菓展示

・鳥の写真展ほか

館

-全日:恥tードカーピング

コンクール作品展

.デジスコ(野鳥にストレ

スを与えない撮影方)体験

の

.トーク&島の歌

日時 8日凶11時'"16時

出演永井真人さん、モーディアほか

・JB F2∞3シンポジウ ム
日時 9日間13時'"15時

内容 手賀沼に白鳥を!(人と沼と野鳥の共生をめざして)

コーディネーター 遠藤織太郎さん(元筑波大学教授)

パネリスト 金井裕さん(佃日本野鳥の会自然保護室

主任研究員)、呉地正行さん(日本躍を保護

する会会長)、出山輝夫さん(本埜村白鳥を

守る会会長)、木村稔さん(我頚子野鳥を守

る会会長)

※
駐
車
場
お
よ
び
道
路
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

電
車
、
パ
ス
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

我孫子駅南口、手賀沼公園、 鳥の

博物館、 天王台駅南口にあるレンタ

サイクルステーションで、自転車を

貧し出しています。自転車の返却は、

どこのステーションでも可能です。

利用料金 (1日)9時-16時

O中学生以上300円
O小学生以下100円

※身分を匝萌するものを持参してく

ださい。

我孫子駅南口~アビスタ前~市役所は、

下表の路線パスを利用できます。

※市役所経由のパスをご利用ください。

我孫子駅~アビスタ前 140円

我孫子駅~市役所前 160円

起点 終 点

東我孫子車庫

天王台駅

湖北駅南口

布佐駅南口

我孫子駅

約20分間隔で我孫子駅南口~アビスタ

~手賀沼親水広場

我孫子駅南口

↓T 

アビスタ

.1，1' 

手賀沼親水広場

我孫子駅発

9時始発

親水広場発

16時30分最終 (8日)

15時10分最終 (9日)

-購学講座 「ウグイスの繁殖戦略を探るJ
日時 8日凶14時30分'"16時

講師和田勝さん(東京医科歯科大学教授)

※詳しくは6面参照。

• rw A T A R I 00 R I Jの上映
日時 8日凶16時45分"'18時30分

※入場整理券を当日の14時15分から市民

会館て官布。(1人1枚)

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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市議会議員選挙

投票時間は午前7時から午後8時

「一
ー平
わ
に
な

っ
た
ら
忘
れ
ず
に
携
帯
よ
り
も
選
挙
権
」

(
湖
北
台
中
学
校
3
年

・
田
村
沙
織
さ
ん
の
作
晶
)

第
ね
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審

査
、
市
議
会
議
員
選
挙
が
刊
月
9
日
闘
に
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
は

小
選
挙
区
選
出
論
員
選
挙
、
比
例
代
表
選
出
論
員
選
挙
、
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
、
市
議
会
議
員
選
挙
の
4
つ
と
な
り
ま
す
。

票
で
き
る
方

次
の
要
件
を
備
え
、
「
我
孫
子
市

選
挙
人
名
簿
」
に
受
録
さ
れ
て
い
る

方
で
す
。

①
昭
和
田
年
日
月
刊
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方

②
平
成
同
年
7
月
幻
自
ま
で
に
我
孫

子
市
に
住
民
受
録
を
し
た
方
で
、
引

き
続
き
3
カ
月
間
居
住
し
て
い
る
方

(
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
日
年
8
月

1
日
ま
で
に
住
民
登
録
を
し
た
方
で
、

引
き
続
き
選
挙
期
日
ま
で
居
住
し
て

い
る
方
)

③
公
職
選
挙
法
に
規
定
す
る
選
挙
権

と
被
選
挙
権
の
停
止
を
受
け
て
い
な

い
方

「
印
鑑
登
録
証
・
あ
び
こ
市
民
カ
ー
ド
」
と
「
住
基
カ
ー
ド
」

兼
用
カ
ー
ド
の
発
行
は
来
年
1
月
に
延
期

衆議院議員総選挙

広
報
あ
ぴ
こ
8
月
刊
即
日
号
で
お
知

ら
せ
し
た
印
鑑
登
録
証

・
あ
ぴ
こ
市

民
カ
l
ド
と
住
基
カ
l
ド
を
兼
ね
た

市
独
自
の
兼
用
カ
l
ド

(写
真
)
の

発
行
時
期
を
、
今
年
日
月
か
ら
来
年

1
月
へ
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
住
基
カ
1
ド
の

I
C
チ

ッ
プ
の
ア
ン
テ
ナ
と
印
鑑
登
録
証

・

あ
ぴ
こ
市
民
カ
1
ド
の
磁
気
ス
ト
ラ

イ
プ
と
の
相
互
干
渉
に
よ
る
動
作
不

安
定
が
発
生
し
、
そ
の
解
消
に
も
う

し
ば
ら
く
時
聞
が
必
要
な
た
め
で
す
。

兼
用
カ
l
ド
の
発
行
を
お
待
ち
の

方
に
は
申
し
訳
あ

-2
志
せ
ん
が
、
も

う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

固

市
民
課

・
内
線
3
5
8

...表面 (デザインが変わる
場合があります)

v裏面(写真なしも選べます)

④
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
は
、
日
年
7
月

U
日
以
降
に
住
民
登
録
を
し
た
方
は
、

前
住
所
地
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

日
明
票
所
入
場
整
理
券
を
郵
送
U
ハμ

投
票
所
で
の
投
票
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
た
め
、
投
票
所
入
場
整
理
券
を

投
票
日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

万
て
紛
失
さ
れ
た
場
合
で
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
受

付
係
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、

1
枚
の
ハ
ガ
キ
に
4
人
分

ま
で
速
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
切

り
離
し
て
ご
本
人
が
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

永六輔さんを招いて

人権啓発講演会

票
の
順
序
と
記
入
内
容

①
市
議
会
議
員
選
挙
(
オ
レ
ン
ジ
色

の
投
票
用
紙
)
・:
候
補
者
の
氏
名
を

記
入
②
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

(
桃
色
の
投
票
用
紙
)
:・
候
補
者
の

氏
名
を
記
入

③
衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

(
浅
黄
色
の
投
票
用
紙
)
;
政
党
名

ま
た
は
そ
の
略
称
を
記
入

④
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

(白
色
の
投
票
用
紙
)
・:
や
め
さ
せ

た
い
と
思
う
裁
判
官
の
氏
名
の
上
の

欄
に
「
×
」
印
を
記
入

事

在
者
投
票
は
お
早
め
門

川

U

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、

買
い
物
な
ど
何
ら
か
の
用
事
で
投
票

に
行
け
な
い
方
は
、
不
在
者
投
票
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
市

議
会
議
員
選
挙
で
は
、
不
在
者
投
票

人
権
啓
発
活
動
に
つ
い
て
講
演
会

を
行
い
ま
す
。

日
時

・
場
所

日
月
初
日
側
午
後
1

時
却
分
間
演
、
沼
南
町
中
央
公
民
館

(
沼
南
町
大
島
田
4
4
0
の
1
)

講
師

永
六
輔
さ
ん
(
放
送
タ
レ
ン

ト
)
定
員

5
0
0
人
(
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

入
場
料

無
料

申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ

(
1
人
1

枚
)
に
住
所
、
氏
名
、
返
信
あ
て
先

を
明
記
し
、
日
月
叩
日
消
印
有
効
で

〒

2
7
7
6
9
2
2
東
葛
飾
郡
沼

南
町
大
島
田
必
の
1
沼
南
町
役
場
住

民
課
「
永
六
輔
講
演
会
係
」
へ

主
催

相
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
、
沼
南
町

固

沼
南
町
住
民
課
宮
7
1
9
1
・

1
1
1
1
(内
線
2
1
3
)

の
開
始
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
他
の
市
区
町
村
で
不
在
者

投
票
を
す
る
方
は
、
お
早
め
に
選
挙

管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

投
票
期
間

衆
議
院
議
員
総
選
挙
i

m月
お
日

ωか
ら
日
月
8
自
国
の
ロ

日
間
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
と
市
議
会
議
員
選
挙
・
:
日
月
2
日

側
か
ら
8
日
出
の
7
日
間

投
票
時
間

・
場
所

下

回
参
照

持
参

投
票
所
入
場
整
理
券
(
届
い

て
い
な
い
場
合
は
、
不
在
者
投
票
所

の
受
付
係
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
)

間
四
票
状
況

・
開
票
状
況
の|
同
購
同
〕

投
票
状
況
は
日
月
9
日
制
午
前

ω

時
か
ら
2
時
間
お
き
に
、
開
票
状
況

は
同
日
午
後
叩
時
ぬ
分
か
ら
初
分
お

き
に
、
市
の
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ

E
G一

¥
¥
当
者
名
・n
F
q・制同
σ
F
R
O-ゎ
F
E
M凶

」
℃
と
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
宮
0
1

8
0
・

ω
・
4
8
9
9
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

固

選
挙
管
理
委
員
会

・
内
線
3
4

5
 

V不在者投票所と開設日(時聞はいずれも午前8時30分から午後8時)
国道356号 11 国道356号 湖北支所、 11口 国道356号

『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
一
個
藤
田

H
月
辺
日
に
開
設

夫
か
ら
喪
へ
の
暴
力
や
セ
ク
ハ
ラ
、

ス
ト
l
ヵ
ー
な
ど
、
女
性
の
人
権
問

題
に
つ
い
て
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

日
月
辺
日
出
午
前
9
時
か
ら

午
後
4
時
(
相
談
無
料
)

相
談

員

千

葉
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

担
当
人
権
擁
護
委
員
、
弁
護
士

相
談
電
話
番
号

宮
0
4
3
・
2
4

7
・
9
9
2
2

固

千
葉
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

宮

0
4
3
・
3
0
2
・
1
3
1
9

外国人のための

人権相談会
日時・場所 11月11日開午後

1時から4時、千葉県弁護士会
館(県庁そぱ)(費用無料)

対象 外国人、当日先着20人(日

本語を話せる方を同伴)

※中国語、タガログ語、ペルシャ

語、 スペイン語、 英語の通訳あり。

内容 外国人の人権に関する相

談全般(在留資格、労働関係など)

持参 パスポー卜や給料明細書

などの相談に必要な書類やメモ

圃千葉県弁護士会合043-227-

8431 

平成15年度東菖飾地区政治学級健康はあなたがっくり固保が守る
1 1月はfちば国保月間jです

化創作出版社社長)

※手話通訳があります。

定員 先着300人

参加費 無料

主催千葉県選挙管理委員会、 千葉

県明るい選挙推進協議会

申し込み・国 電話またはハガキ、

ファクスで、白月(郵便番号、氏名、

電話番号、 「政治学級希望jを明示し、

f 271-8560訟戸市小根本7県東

葛飾支庁総務課企画調整班ft047-

361-2175附047-367-4348へ

政治や選挙について理解を深めて

いただくため、講演会を行います。

日時 12月58幽午後1時20分

から3時45分

場所 松戸市民劇場(松戸駅西日下

車徒歩5分)

※駐車場はありません。

内寄 「マーケティング発想から選

挙啓発を考えるj講師梅本省さん

(樹博報堂ソーシャルマーケティン

グコンサルタン卜)r足の健康法教
えますj講師…行本昌弘さん(閥文

これらの給付には、加入者力可納めた保

険税が充てられます。保険税を納めない

方がいると、 この仕組みが成り立たなく

なりますので、必ず納期限内に納付して

ください。

保険税の納付は、便利で納め忘れ力冷

い口座振替をご利用ください。

また、住所の巽動や他の健康保険への

加入、他の健康保険からの脱退などが

あったときは、 14日以内に届け出をし

てください。

国 国保年金諜・内線324・378

国民健康保険は、加入者が保険税を出

し合うことにより、病気やケガをしたと

きに、 安心して治療が受けられる助け合

いの制度です。

医療機関で受診したときに、加入者は

3割(70歳以上は1割または2割、 3
歳未満は2割)を支払い、残りを国民健
康保険が負担します。

そのほか、高額療養費や出産育児一時

金など、 申請をして受けられる給付もあ

りますので、該当するときは忘れずに申

請してください。

ζ'J簡(f!eぃ ファクスガイド ・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド ・声の便利帳ft7185-5000 
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減
つ
て
き
た
生
き
物
た
ち
の
復
活
の
た
め
に

手
賀
沼
の
水
質
は
、

2
0
0
1年
度
平
成
問
・
年
度
)
の
C
O
D

年
平
均
値
で
刊

m
g
/
S
と
な
り
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
の
汚
名
を
返
上
し
、

2
0
0
2年
度
(
平
成
叫
年
度
)
は

8
・2
m
g
/
S
と
さ
ら
に
改

善
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
水
質
改
善
を
目
標
に
、
北
千
葉
導

水
に
よ
る
菜
、
ヘ
ド
ロ
の
薬
下
水
道
の
整
備
、
河
川
浄
化
施

設
の
整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
、
よ
う
や
く
成
果
が
現
れ

て
き
ま
し
た
。

-ー-
昭
和

ω年
代
前
半
ま
で
の
手
賀
沼

は
、
底
が
見
え
る
ほ
ど
水
が
澄
み
、

ガ
シ
ャ
モ
ク
や
サ
サ
パ
モ
な
ど
の
沈

水
植
物
が
生
い
茂
り
、
ワ
カ
サ
ギ
、

ウ
ナ
ギ
な
ど
の
魚
た
ち
が
泳
吉
田
り
、

各
議
名
騒
な
カ
モ
類
な
ど
の
烏
た
ち

が
集
、
込
平
か
な
自
然
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
水
質
の
悪
化
と
共
に
、

手
賀
沼
の
生
き
物
た
ち
は
激
減
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
現
実
を
直
視

し
、
ど
の
よ
う
に
生
き
物
た
ち
を
復

活
さ
せ
る
か
を
考
え
た
い
と
思
い
ま

す。
こ
れ
ま
で
の
初
数
年
間
、
水
質
の

t1 怠

悪
化
の
原
因
で
あ
る
都
市
化
は
、
私

た
ち
の
く
ら
し
方
に
も
変
化
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
住
ま
い
や
そ
の
周
辺

で
の
生
き
物
た
ち
と
遊
ぴ
、
生
き
物

た
ち
か
ら
学
ぶ
く
ら
し
の
知
恵
は
ど

こ
か
に
忘
れ
去
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
、
生
き
物
た
ち
の
復
活
を
考
え

る
と
き
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
、
何

を
し
て
は
な
ら
な
い
か
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

か
つ
て
の
生
き
物
た
ち
を
復
活
さ

せ
て
、
初
め
て
自
然
貨
か
な
手
賀
沼

が
よ
み
が
え
っ
た
と
言
え
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

か
つ
て
手
賀
沼
に
生
息
し
て
い
た
生
物

第 1104号

沼
の
底
が
見
え
て
い
た
こ
ろ
の
手

賀
沼
は
、
ガ
シ
ャ
モ
ク
が
繁
茂
し
、

そ
れ
を
採
っ
て
農
地
の
肥
料
に
し
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
水
質
の
急
激
な
悪
化
に

川
年
f
h

河
刀
ゴ

h
一ハノ
ι
ム
7
h
n

A
V
γ
6
4

。

)
別
口
和
い
た

科
町
田
て
し

J
ー
や
V

。fレ
池
刷

コ
凱
息
息
を

川

主
生
唆

K
W
餌

K
M配

タ
「/水・，

-一

~
、
汚
似

ゼ
5
江
草
悪

長
り
半
似

体
入
後
質

の
代
水

消スななよ
しガどつっ
てイでたで
しなオ℃こ
まど生と光
い多植やが
まく物へ沼

マシジミ(シジミガイ科)T た宗75露
小型の二枚貝。きれいも~くち流 。貝ナにに
れる川や池に生息。底質は砂地を 類ゴよ届
好む。水質の悪化と底質のヘド口 実J皇室
化で姿を消した。 をラ欠く

手賀沼の沈水植物・浮葉植物の種数と水質の変化

種数 手賀沼中央COD年平均値 (J2A) 
30r ↓ 130 

25 

20 20 

25 

15 

(我孫子市自然環境調査)

トモエガモ
ヒドリガモ

キンクロハジロ

ミコアイサ

キンブナ

カムルチー
ヌマチチブ

ハス

タモロコ
カワヤツメウナギ

スズキ

ギンブナ

ニゴイ
ナマズ

ワタカ

ヤリタナゴ
オイカワ

ボラ

魚類

手賀沼のCOD環焼基準
10 

サカマキガイ

モノアラガイ

ヌカエピ

イシガイ
カワニナ

モクズガニ

貝類
5 

O 
S37 S42 S47 S52 S57 S62 H4 H9 H14 

出典:r手賀沼の生態学J浅間茂

5 

トウキョウダJ~マガ工J~ ヌマガ工Jレ
イシガメ

過去に確認され、平成5年には確認されなかった種

甲般・工ピ類

復
活
の
兆
し
は
あ
る
の
か
?

手
資
沼
の
周
辺
は
都
市
化
が
進
み
、

周
辺
の
緑
は
減
少
し
、
か
つ
て
ヨ
シ

が
生
い
茂
っ
た
水
辺
は
数
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
野
鳥
を
支
え

る
水
辺
、
湿
地
や
水
田
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
残
さ
れ
て
い
る
斜
面
林
、

水
田
、
水
辺
に
は
多
く
の
生
物
が
生

息
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
質
の
改
善
に
伴
っ
て
、

一
摩
君
若
か
ら
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
生
物
が
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
へ
イ
ケ
ポ
タ
ル
や

メ
ダ
カ
な
ど
が
観
察
さ
れ
、
さ
ら
に

桑

e

p

、

絶
滅
危
倶
種
と
さ
れ
て
い
る
沈
水
植

物
の
ガ
シ
ャ
モ
ク
が
見
ら
れ
る
と
こ

第3段階=昭和30年代
中頃の水質への改普

自然環境の回復をめざすための目標生物
水質改普の段階 第2段階=昭和40年代

第 1段階=現状の改普
生物の分類 中頃の水質への改普

ほ乳類 タヌキ・イタチ カヤネズミ

カイツブリ・カルガモ・

オオパン・カワセミ
サンカノゴイ

ホシハジロ・キンクロハジロ・
マガン・ヒシクイ

カンムリカイツブリ

クサガメ イシガメ

トウキョウダルマガエル・
ニホンアカガエル

シュレーゲルアオガエル

ヨシゴイ

マガモ・ミコアイサ

繁殖

越冬

鳥類

イモリ・ツチガエル

は虫類

両生類
ろ
も
現
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
で
は
、
段
階
的
に
自
然
環

境
を
回
復
し
、
名
品
憧
多
様
な
生
物
の

生
息
空
聞
を
創
り
出
す
た
め
、
平
成

8
年
に

「
手
賀
沼
水
辺
空
間
整
備
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
設
定
さ
れ
た
復
活
を
め

ざ
す
目
標
生
物
(
左
き

の

指
標
を

「
我
孫
子
市
環
境
基
本
計
画
」
に
引

き
継
ぎ
、
こ
れ
ら
の
名
騒
な
生
き
物

た
ち
が
復
活
す
る
こ
と
を
、
今
後
手

賀
沼
浄
化
の
目
標
に
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
生
き
物
た
ち
の
復
活
を
目

指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
さ

れ
て
い
る
方
の
お
話
を
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。

(
次
ぺ
l
ジ
に
掲
載
)

メダカ・クルメサヨリ・ワカ
ヤリタナゴ・アカヒレタビラ

サギ

テナガエピ・モクズガニ ヌマエピ・スジエピ 二枚貝類

ギンヤンマ・アキアカネ・ヘイケボタル・コムラサキ・チョウトンボ・タガメ・

イトトンボ顛 ミドリシジミ・タイコウチ ゲンジポタル

ヒルムシロ・ヤナギモ・ヒシ・ガガブタ・セキショウモ・

工ピモ・ササパモ・トチカガミガシャモク・クロモ

出典:r手賀沼水辺空間整備構想j千葉県東葛飾土木事務所

ドジョウ・ナマズ

ヨシ・マコモ・ヒメガマ

魚類

エビ・カニ・貝顛

植物

昆虫類

第22回農業まつり
採れたての新鮮な野菜を即売

皆誓国 宝畠'問 。新鮮野菜即売会

轟楓子市司監量、社埠。 日時 11月16日 新鮮野菜の即売会・・午前10時から午後2閏 玉入れタマゴゲ、ソ
- 卜ゲーム(タマゴ1000個用意、外れたら「お楽しみ粗品Jプレゼン卜)…午前10時

から野菜づくり相談(栽培相談ほか)…午前10聞から午後4時
。家庭菜園の野菜昂評会の出昂者を募集

対象 市内の家庭菜園や市民農園で採れた野菜類

※品目や規格は、実施要領(農政謀、各吏:Pn.行政連絡所、市内の農業協同組合各支
庖に用意)を参照

申し込み ハガキまたは申込書(実施要領に添付)で、師、氏名、電話番号、品目

名(1世帯3品目まで)、作物のPR、返却希望の有無を明記し、 11月11日必着で
〒270・1192市役所農醍紅白崎略可)ヘ
固農政課・内線513(当日はc090・8742・0822)

・、 l・.. ~ ...... ~ .. n..mll~ 
‘...・J ・・"--'"・ I 
・・・.十 ~・ ' ー rm r.

1 ・ 1・l~ 地品他出掛i I

共進会

昭和30年代と平成5年の生物の比較
マガモ カルガモ コガモ

ヨシガモ オカヨシガモ オナガガモ
鳥類{カモ類)アメリカヒドリ ハシピロガモ ホシハジロ

スズガモ コオリガモ ホオジロガモ
カワアイサ ウミアイサ

コイ ゲンゴロウブナ

チョウセンブナ モツゴ
ウナギ ドジョウ

ワカサギ クルメサヨリ

空イリクパラ宮ナゴゼニタナゴ
ウグイ ヒガイ

カワヨシノボリ ウキゴリ

メダカ ギパチ
カラスガイ マシジミ

ヒメタニシ ナガタニシ

テナガエピ アメリカザリガニ

スジエピ

両生・は虫類・ウシガエル ニホンアカガエル
ほ筑類 イモリ クサガメ

昭和30年代と平成5年に癒認された種

• 

日程 11月15日出.16日間(雨天実施)
蝿所 あぴこショッピングプラザ1階正面広場

主催 我孫子市農業青壮年会議

。農産物共進会{農家出昂}と展示即売

日時 11月15日 展示…午後1時から3時
展示物即売・・午後3時から4時30分輪投げ
野菜ゲッ卜ゲーム (15年産「新米J、外れたら
「お楽しみ粗品Jプレゼン卜)…午後3開30分 地元でとれ定新鮮野菜の即売会
から 野菜づくり相談(完純相談ほか)…午前10時から午後4閏
。家庭菜園の野菜昂評会

日時 11月15日 出品受付日午前10聞から11開審査..11時30分から正午
展示…午後1時から3時表彰…午後2時から(出品方法は右参照)

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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なぜ、手賀活を

きれいにするのか

浅間 茂さん

(千葉県生物学会研究調査部長・中峠在住)

全
国
湖
沼
の
水
質
で
手
賀
沼
は

ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
を
脱
し
、

C
O
D

(
化
学
的
酸
素
要
求
量
)
や
透
明

度
が
か
な
り
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
水
質
の
良
い
状
態
が

続
け
ば
、
生
物
が
復
活
す
る
可
能

性
は
十
分
あ
る
と
思
い
ま
す
。

か
つ
て
沼
に
繁
茂
し
て
い
た
さ

ま
ざ
ま
な
種
子
が
手
賀
沼
周
辺
の

泥
の
中
に
残
さ
れ
て
お
り
、
環
境

条
件
さ
え
整
え
ば
発
芽
を
し
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
ま
さ
に

手
賀
沼
周
辺
は
。
種
子
パ
ン
ク
。

で
あ
り
、
私
た
ち
は
そ
の
財
産
を

大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
今
の

手
賀
沼
で
は
植
物
の
生
息
で
き
る

環
境
に
は
程
遠
い
た
め
、
一
時
的

に
発
芽
を
し
て
も
す
ぐ
姿
を
消
し

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
ら
槌
蛎
が

復
活
で
き
れ
ば
、
魚
類
や
鳥
類
、

ト
ン
ボ
類
な
ど
多
種
多
様
な
生
き

物
た
ち
が
必
ず
戻
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
に
は
エ
コ
ア
ッ
プ
(
環
境

改
善
)
に
努
め
、
生
物
の
す
め
る

環
境
を
手
賀
沼
周
辺
か
ら
整
え
て

あ
げ
る
こ
と
が
ま
ず
先
決
だ
と
思

い
ま
す
。
と
か
く
手
賀
沼
で
は
水

質
浄
化
だ
け
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
0

0

な
ぜ
、
手
賀
沼
を
き
れ
い
に
す

る
の
か
?
。
皆
さ
ん
が
少
し
で
も

生
き
物
の
こ
と
を
理
解
す
る
気
持

お
の

ち
が
あ
れ
ば
、
自
ず
と
そ
の
答
え

が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

り
か
お
湧
の
で
き
し
勺

午
刷
お
で
化
中
で
て
否

ゆ
本
(
域
田
の
卵
つ
渇

U

o
隈
全
乾
路
産
が
に

却
色
大
内
や
水
、
上
に

r
褐
人
県
少
用
り
干
凱

し
赤
乞

o

減
ゃ
な
に
削
M

M

な
お
布
の
田
く
ぐ
叡

ム
か
(
分
)
水
な
す
ご
-

刀
や
岐

に

い

、

ゆ

激

刀
鮮
隠
島
す
り
が
も
劃

y
は

諸
う
よ
所
て
凸

一
ノ
色
州
)
ゆ
に
場
し
札

一4
体
九
ま
(
行
卵
と
う

こ

ら
く
水
進
産
た
ま

身
近
な
自
然
と
ふ
れ
あ
お
う

私
た
ち
は
、
日
々
く
ら
し
の
中

で
自
然
と
直
接
触
れ
合
う
機
会
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
手
賀
、
担
乞
訪
れ
、

散
歩
を
楽
し
む
人
々
は
数
多
く
見

か
け
ま
す
が
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う

と
い
う
よ
り
も
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
自
然
を
眺
め
て
楽
し
む
こ
と
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
ま
ち
の
中
に
も
小
さ
な

自
然
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は、

車
や
人
通
り
の
多
い
道
ば
た
で
あ
っ

、、，
L
V

，.

た
り
、

E
闘
の
あ
ぜ
道
で
あ
っ
た
り
、

住在野IU
 
，《、つ表代

日
慨博

ん

び

さ

日

間

仁

川臥

造

問
玉

川

「
あ
ぴ
こ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト・

博
物
館
」
で
は
、
ホ
タ
ル
復
活
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
湖
畔
の
学
校
。
を

設
立
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
で
は
、
千
葉
県
立
手

賀
沼
親
水
広
場

「
水
の
館
」
に
ホ

タ
ル
の
水
槽
を
設
置
し
、
ホ
タ
ル

の
幼
虫
を
飼
育
し
た
り
、
手
賀
沼

手賀沼湖畔に

ホタルの復活を

ピ
オ
ト
l
プ
に
ホ
タ
ル
池
を
整
備

し
、
ホ
タ
ル
の
復
活
を
願
い
な
が

ら
幼
虫
を
放
流
し
た
り
し
ま
し
た
。

今
、
な
ぜ
ホ
タ
ル
か
と
い
う
と
、

ホ
タ
ル
は
5
0
0
万
年
前
よ
り
生

息
し
全
国
的
に
も
数
は
減
っ
て
き

て
い
る
も
の
の
、
ホ
タ
ル
の
光
る

姿
に
皆
さ
ん
が
夢
や
ロ
マ
ン
を
感

じ
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。

背
は
、
手
賀
沼
湖
畔
に
た
く
さ

ん
い
た
ホ
タ
ル
。
ホ
タ
ル
が
自
然

に
復
活
す
る
こ
と
は
、
そ
の
ほ
か

の
多
く
の
生
物
の
復
活
も
意
味
し

ま
す
。
ま
た
、
ホ
タ
ル
を
通
し
て
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
自
然
の
大

切
さ
、
自
然
界
か
ら
学
ぶ
命
の
尊

さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
次
世
代
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
に
、
自
然
が
持
っ
さ

ま
ざ
ま
な
力
に
気
づ
き
感
動
す
る

場
の
提
供
、
き
っ
か
け
づ
く
り
と

な
る
さ
つ
今
後
も
活
暫
乞
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

州
地
巻
・タ
息
k
向
部

九
湿
ど
ポ
生
れ
傾
北

も
、
な
ジ
に
河
少
る

ガ
川
イ
ン
域
M
W
減
す

道
小
ガ
ゲ
全
地
ら
中

海
、
キ

o

内
湿
か
集

北
田
マ
る
県
や
じ
が

ι
u
h
水
力
す

。
路
釘
口

b
山
川
は
サ
に

い
水
の
人

λ

ポ

日

虫

、

さ

溺

T
、
態
に
以

ヶ

~
幼
み
え
が
山
山
形
特
著

ィ
7

。

す

を

光

否

作

が

ヘ
調
布
に
類
り
い
耕
る
ゅ
ん

体
分
ど
貝
よ
て
田
あ
減

に
な
き
ル
し
水
に
で

ふ
だ
ん
気
づ
か
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
に
も
小
さ
な
命
の
い
ぶ
き
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
遊
ぴ
感
覚
で
庭
や
公
固

な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
で
生
き
物
を
観

察
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
植
物
を
じ
っ
く
旦
見

た
り
、
に
お
い
を
か
い
だ
り
、
さ
わ

っ
て
み
た
り
と
、
花
の
色
や
葉
の
か

た
ち
な
ど
特
徴
が
つ
か
め
れ
ば
名
前

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
花
に
集
ま
る
虫
や
烏
を
見

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ほ
か
の
生
き

物
た
ち
と
の
か
か
わ
り
も
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
き
っ
と
、
今
ま
で
と

は
違
っ
た
自
然
の
楽
し
き
ゃ
お
も
し

ろ
さ
を
発
見
で
き
、
興
味
や
愛
着
が

わ
い
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
あ
る
い

は
、
も
う
一
歩
進
ん
で
自
然
観
察
会

な
ど
へ
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
も
よ

美しい

手賀沼ヘ

か
つ
て
は
、
沼
の
シ
ジ
ミ
を
取

っ
て
朝
の
味
噌
汁
に
し
た
り
、
泳

ぐ
と
足
に
絡
み
つ
く
ほ
ど
の
水
草

を
「
モ
ク
取
り
船
」
で
取
っ
て
、

田
や
畑
の
肥
料
に
し
て
い
た
そ
う

で
す
。
両
者
と
も
水
質
の
悪
化
と

と
も
に
沼
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
沼
流
域
の
生
き
も

の
調
査
や
、
マ
シ
ジ
ミ
や
ガ
シ
ャ

モ
ク
の
生
息
地
の
保
全
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
活
動
す
る
中
で
、
流

域
に
は
ま
だ
マ
シ
ジ
ミ
が
生
息
し
、

手
賀
沼
の
底
泥
に
は
発
芽
能
力
の

あ
る
水
草
の
種
子
が
埋
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

水
質
が
さ
ら
に
改
善
さ
れ
れ
ば
、

た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
復
活
で
き

ま
す
。
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
水

を
汚
さ
な
い
暮
ら
し
を
心
が
け
な

が
ら
、
「
い
の
ち
輝
く
美
し
い
手

賀
沼
」
の
復
活
を
め
ざ
し
て
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
o

t
z
す
汚
れ
め
し

-p
a
用
な
さ
た
長

問
閑
凋
刈

(

利

激

と

の

生

州
士
山
に
急
た
畔
が

シ
本
分

肥

、

し

沼

株

瓜

民

に

緑

が

灘

賀

数

U
朝
国
弘
て
た
絶
手
在

(

生
中
え
つ
い
て
、
現

ク
年

1
生
か
て

つ
年
、

モ
多
州

こ
は
し
ょ
近
れ

ヤ
の
丸
山
ω
で
産
に
し
さ

性
訓
な
沼
多
行
か
見
。

水
1
h
池
賀
と
進
し
発
る

沈
江
め
手
ほ
の
。
で
い

近

た

る

濁

た

池

て

竹中 真里子さん

(手賀沼にガシャモクとマシジミを復活させる会・つくし野在住)

皆
さ
ん
は
マ
シ
ジ
ミ
や
ガ
シ
ャ

モ
ク
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
マ

シ
ジ
ミ
は
、
シ
ジ
ミ
員
と
し
て
知

ら
れ
る
二
枚
貝
の
仲
間
、
ガ
シ
ャ

モ
ク
は
水
中
に
葉
を
広
げ
る
(
沈

水
性
)
水
草
で
、
発
見
を
し
た
の

は
、
旧
湖
北
村
の
中
野
治
房
博
士

で
す
。…剖剖剖
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刀

い
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
。
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
の
第
一
歩
は
足
元
の
生

物
観
察
か
ら
。
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
た

ち
が
お
互
い
に
関
係
し
、
支
え
合
っ

て
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
る
こ
と
を

知
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

特
定
の
種
の
み
に
注
目
し
た
り
、
他

の
地
域
か
ら
貴
重
種
を
持
ち
込
む
こ

と
は
、
実
は
手
網
戸
沼
の
生
き
物
た
ち

の
く
ら
し
を
舎
か
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
手
網
戸
沼
の
潜
在
的
可
能
性

を
知
り
、
育
て
る
こ
と
こ
そ
大
切

で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心

構
え
と
く
ら
し
の
あ
り
ょ
う
が
、

手
賀
沼
の
本
当
の
復
活
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。

河川敷などへの

ごみの不法投棄は禁止
野焼きは禁止

国土突通省利根川上流河川事務所では、

河川敷などへのごみの不法投棄防止を呼

びかけていますが、ごみの不法投棄は後

をたちません。

平成14年度、利根川上流河川事務所
内で確認した不法投棄は、 1349件。こ
のうち守谷出張所管内(我孫子市、柏市、

取手市、守谷市)では、 83件でしたゐ
河川は、ごみなどの捨て場所ではあり 不法投棄されだごみ

ません。河川で不法投棄や不審な人を見かけた場合は、連絡をお願いします。

連絡先・固国土突通省利根川上流河川事務所守谷出張所ft0297-48・2441

野焼き(農林・漁業に必要な焼却、宗教・慣習に

よる焼却などは除きます)は、不完全燃焼による一

酸化炭素やダイオキシンなどの有害物質の発生や、

煙による人や樹木などへの被害、火災の危険があり、

廃棄物処理法で禁止されています。野焼きを発見し

た場合は、クリーンセンターへ連絡してください。 こ
また、廃棄物処理法で定める構造基準を満たしていない「家庭用焼却炉J、「事業所用
小型焼却炉Jは使用できませんのでご注意ください。
なお、不要となった「家庭用焼却炉Jは無料で回収しますので、クリーンセンターへ
連絡してください。

家庭ごみは、分別して収集日にごみ集積所ヘ出してください。事業所から出たごみは、

クリーンセンターに直接搬入するか、許可業者に依頼し適正に処理するようお願いします。

固クリーンセンターft7187・0015

ζ剃簡(f;eぃ ファクスガイド ・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド ・声の便利帳ft7185-5000 
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新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
出
場
者
を
募
集

申
し
込
み
は

H
月
4
日
か
ら
ロ
月
1
日
ま
で

第
Mm
回
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
出

場
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時

平
成
同
年
1
月
お
日
日
午
前

8
時
か
ら
9
時
受
け
付
け
、

9
時
叩

分
開
会
、

9
時
日
分
競
技
開
始

受
付
場
所
湖
北
台
中
学
校
(
雨
天

実
施

・
荒
天
中
止
)

種
目

下

表

参
照

出
場
資
格

①
各
距
離
を
完
走
で
き

る
方
(
印
刷
の
部
は
加
分
以
内
で
完

走
で
き
る
方
)
②
事
前
に
医
師
の

健
康
診
断
を
受
け
異
常
の
な
い
方

③
小

・
中
学
生
は
保
護
者
の
同
意
を

得
た
方

※
出
場
は
1
人
1
種
目
と
な
り
ま
す
。

参
加
費

一
般:・
1
人
1
5
0
0
円、

フ
ァ
ミ
リ
ー
-:
1
組
1
5
0
0
円
、

-ー-" 
怠

第13岡烏学講座

グイスの
繁殖戦略を探る

第

一
線
で
活
躍
す
る
鳥
類
研
究
者

を
講
師
に
招
き
、
烏
学
研
究
の
最
前

線
を
紹
介
す
る
烏
学
講
座
。
今
回
は
、

日
本
人
に
な
じ
み
の
深
い
ウ
グ
イ
ス

が
ど
の
よ
う
に
繁
殖
す
る
の
か
、
体

内
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て

第 1104号

小

・
中
学
生
・
:
1
人
5
0
0
円

※
中
止
の
場
合
は
参
加
費
は
返
金
し

ま
せ
ん
。
参
加
賞
を
も
っ
て
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み

所
定
の
申
込
用
紙
(
市

民
体
育
館
、
市
役
所
市
民
課
・
各
支

所

・
行
政
連
絡
所
、
市
内
郵
便
局
に

用
意
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
ロ

月
1
日
ま
で
に
最
寄
り
の
郵
便
局
で

申
込
用
紙
添
付
の
振
替
用
紙
に
よ
り

参
加
費
を
郵
便
振
替

主
催

我
孫
ヱ
工
巾
教
育
委
員
会

固

エ
ン
ト
リ
ー
:
・
我
孫
子
市
新
春

マ
ラ
ソ
ン
エ
ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー
宮

ω
・
3
7
1
4
・
7
9
2
4
、
大
会

:・
教
育
委
員
会
体
育
課
宮
7
1
8
7

・
7
5
5
5

い
る
の
か
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

日

時

日
月
8
日
出
午
後
2
時
初
分

か
ら
4
時

場
所
市
民
会
館
(
参
加
無
料
)

内
容

「
ウ
グ
イ
ス
の
繁
殖
戦
略
を

探
る
」
講
師
:・
和
田
勝
さ
ん
(
東
京

医
科
歯
科
大
学
教
養
部
教
授
)

申
し
込
み

不
要
(
当
日
直
接
会
場

へ)
主
催

銅
山
階
鳥
類
研
究
所
、
我
孫

子
市
教
育
委
員
会

園

側
山
階
鳥
類
研
究
所
広
報
室
宮

7
1
8
2
・
1
1
0
1
、
烏
の
博
物

館
宮
7
1
8
5
・
2
2
1
2

V種目と年齢別の内訳

距離 種 目 年齢別 の内訳

ファミリーの部親1人と小学技1年"'4年生の子1人で1組
1.5 krn 
小学生の部 4年.......6年生の男女別 ・学年別
3畑中学生の部 1年.......3年生の男女別 ・学年別

5剛 男子・高校生"'19歳、 20"'29歳、 30"'49歳、
一般の部 50"'59歳、 60歳以上

10 krn 女子・高校生"'29歳、 30歳"'49歳、田歳以上

※年齢は大会当日(平成16年1月25日)を基準日とします。

災いへJ「その油断火から炎ヘ

秋季盆固火災予防運動
11月9日から 15日まで

「そ
の
油
断
火
か
ら
炎
へ
災

い
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
日
月
9

日
か
ら
日
日
ま
で
、
全
国

一
斉
に
秋

季
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
内
で
今
年
発
生
し
た
火
災
は
、

日
時

・
講
師

・
応
募
期
限

照場
所
ア
ピ
ス
タ
(
参
加
無
料
)

内
容

伝
統
的
茶
道
の
作
法
を
体
験

対
象

-Z
貝

小

学
生
か
ら
中
学
生
、

各
回
目
人
(
応
募
者
多
数
時
は
抽
選
)

持
参

白
い
靴
下

申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、

希
望
の
講
座
番
号
(
複
数
回
の
申
し

下
表
参

込
み
も
可
)
を
明
記
し
、
応
募
期
限

必
着
で
〒
2
7
o
l
-
-
4
7
若
松

1
4
2
の
叩
亀
山
宗
圭
へ

主
催
我
孫
子
市
茶
道
連
盟

固

亀

山

宮
7
1
8
3
・
0
6
0
8

V茶道教室の日時・講師 ・応募期限
講座 応募
月日 講師名 流派

番号 期限

① 11月16日(日)滝日宗明表千家 11月8日

② 11月23日畑中野宗信裏千家 11月15日

③ 12月7日(日)山本宗綾裏千家 11月29日

④ 12月28日(日)山本宗朋表千家 12月20日

※時聞はいずれも午後1時から2時。

9
月
末
ま
で
で
釘
件
。
昨
年
の
同
時

期
と
比
べ
、
日
件
も
増
え
て
い
ま
す
。

全
国
の
出
火
原
因
の
第
1
位
は
5

年
連
続
放
火
で
、
死
角
と
な
る
場
所

や
深
夜
に
多
発
し
て
い
ま
す
。
放
火

を
防
ぐ
た
め
、
家
の
ま
わ
り
の
燃
え

や
す
い
ち
の
は
片
づ
け
、
ご
み
は
指

定
日
時
に
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
、
っ
。

住宅火災いのちを守る7つのポイント
①寝たばこは絶対やめる

①ストーブは、燃えやすいものから離れた

位置で使用する

①ガスこんろなどのそばを離れるときは、

必ず火を消す

3
つ
の
習
慣

暮c;しも彩る

<f)~0Û)~巴2クタ

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
家
庭
で
の

火
の
取
り
扱
い
が
増
え
、
空
気
も
乾

燥
し
て
、
火
災
が
起
こ
り
ゃ
す
く
な

り
ま
す
。
尊
い
い
の
ち
ゃ
財
産
を
傘

、
っ
悲
惨
な
火
災
を
出
さ
な
い
た
め
、

火
の
用
心
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

固

消
防
本
部
予
防
課
宮
7
1
8
1

.
7
7
0
2
 

①逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災報知器

を設置する

①寝具や衣類からの火災を防ぐため、防炎

製品を使用する

①火災を小さいうちに消すため、住宅用消

火器などを設置する

④高齢者や身体の不自由な方を守るため、

隣近所の協力体制をつくる

4
つ
の
対
策

木
を
彫
っ
て
彩
色
し
、
自
分
だ
け

の
サ
ン
タ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

日

月
初
日
制
午
前
9
時
却
分

か
ら
午
後
3
時

場
所
ア
ビ
ス
タ

対
象

・
定
員

市
内
在
住
の
中
学
生

以
上
の
方
、
先
着
却
人

参
加
費

3
0
0
円
(
材
料
代
)

持
参

エ
プ
ロ
ン
、
昼
食
、
汚
れ
て

も
よ
い
服
装

主
催
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

申
し
込
み

・
固

電
話
で
日
月
1
日

午
前
9
時
か
ら
我
孫
子
地
区
公
民
館

宮

7
1
8
2
・
0
5
1
1
へ

.d怜
;p; 普通救命講習

11月22日湖北台近隣センターで

od 
z3t ;漬講

あびこブラブラ散歩
私のもの私のからだは

救急隊員が人形を使って、人工呼吸や心臓マ、ソサー

ジ、止血法を指導します。あなたもパイスタンダー(そ

の場に居合わせた応急処置のできる人)になりませんか。

日時 11月22日出午前9時から正午

場所 湖北台近隣センター (参加無料)

対象・定員市内在住・在勤の健康な方、先着30人

内容 一人法のIl)師範法、大出血時の止血法の指導

(救命技能適正と認められた方には修了証を吏付)

申し込み・圏 直接または電話で11月15日までに消

防本部警防諜ft7181-7701 (土・日 ・祝日と夜間は

ft 7184-0119)ヘ

f若い年齢層への性感染症の広がりJr性支渉の低年
齢化Jr性教育は寝た子を記こす?J r更年期ってどん
な症状?J。性ゃからだをめぐる情報があふれでいます。
専門家の話を聞き、自分の体やパートナーとの関係、

子どもの性などについて考えてみませんか。

日時 11月30日旧)午後2時開会

場所アビスタ (参加無料)

講師丸本百合子さん (産婦人科医)

定員先着50人

主催 あびこ女性会議、我孫子市

申し込み・固 電話で男女共同参画担当・内線293へ

我孫子の史跡などを見ながら散策してみませんか。

日時・場所 11月8日出午前10時我孫子駅南口集合、

正午アビスタで解散予定(小雨実施)

内容志賀直哉邸、 三樹荘、撮影所跡ほか

対象・定員 どなたでも(小学校2年生以下は保護者

同伴)、 先着40人

針。費無料

持参水筒、タオjレ、帽子

※動きやすい服装と靴でご参加ください。

主催 我孫子市教育委員会

申し込み・固 電話で11月1日午前9時から我孫子

地区公民館ft7182-0511へ

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp
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[いきづく森と水と文化のにおい

第6岡

我様子野外美術展

-ー-.. t1 事
子
ど
も
の
心
の
声、

展
示
期
間

7
日
岡

場
所

布
佐
市
民
の
森
、
相
島
の
森
、

相
島
芸
術
文
化
村
、
相
島
倉
ギ
ャ
ラ

リ
ー、

宮
ノ
森
公
園
、
布
佐
下
多
目

的
広
場
(
下
回
参
照
)

入
場
料

無
料
(
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
の
み
有
料
)

。
公
開
制
作

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
制
作
風
景
が
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

日
時
日
月
日
日
制
か
ら
幻
日
出

。
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
・
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ

z
'
t
F
 

日
月
お
日
制
か
ら
ロ
月

日
時

・
場
所
日
月
辺
日
出
午
後
6

時
初
分
開
演
、
湖
北
地
区
公
民
館

出
演

リ
ア
ル
ブ
ル
l
オ
l
ケ
ス
ト

-フ入
場
料

1
0
0
0
円
(
高
校
生
以

下
5
0
0
円
)

。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

-
イ

ベ
ン
ト

日
時

日
月
お
日
制
午
前
日
時

聴
こ
え
て
ま
す
か
?

家
庭
教
育
学
級
公
開
講
演
会

子
ど
も
た
ち
を
あ
り
の
ま
ま
に
受

け
と
め
る
た
め
、
心
の
通
い
合
う
親

子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

日
月
四
日

ω午
前
叩
時
か
ら

日
時
必
分

場
所
ア
ビ
ス
タ

内
容

「
子
ど
も
の
心
の
声
、
聴
こ

え
て
ま
す
か

?
1心
の
通
い
合
う
親

子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

i
」

丞

e
z旬
、

iw

講
師
:・
淵
上
規
后
子
さ
ん
(
東
京
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
)

参
加
費

無
料

申
し
込
み

不
要
(
当
日
直
接
会
場

へ
)
※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

※
保
育

(
2歳
以
上
で
先
着
目
人
、

無
料
)
を
希
望
す
る
方
の
み
事
前
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

主

催

我

孫
子
市
教
育
委
員
会

固

我
孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1
8

2
・
0
5
1
1

場

所

相

島
芸
術
文
化
村

。
レ
ク
チ
ャ

ー
ハ
イ
キ
ン
グ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
森
の
中
の
作
品

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

日
時

日
月
お
日
制
午
後
1
時、

M

目
印
刷
午
前
日
時
、
初
日
間
午
後
1
時

初
分
、
ロ
月
4
日
制
午
後
1
時

集
合
場
所

相
島
芸
術
文
化
村

。
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
①

日
時

日
月
幻
自
制
午
後
4
時
開
演

場

所

布

佐
市
民
の
森
(
雨
天
の
場

合
は

M
日
側
に
延
期
)

内
容

布
佐
ひ
ょ
っ
と
こ
闘
に
よ
る

た
お
き
か
ぐ
ら

薪
神
楽

。
ア
I
卜
フ
リ
I
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時

日
月
お
日
制

-M
日
側
午
前

9
時
か
ら
午
後
4
時

場

所

相

島
芸
術
文
化
村

。
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
販
売
し

ま
す
。
気
に
入
っ
た
作
品
に
出
会
え

る
か
も
。

日
時

日
月
M
日
側
午
後
O
時
却
分

間

総合展覧会もスタート

我孫子市民文化祭

時間期

か
ら
3
時

場

所

相

島
芸
術
文
化
村

。
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
②

日
時

日
月
初
日
側
午
後
1
時
開
演

場

所

布

佐
市
民
の
森
(
雨
天
時
は

相
島
芸
術
文
化
村
で
開
催
)

内
容

「
木
々
と
バ
イ
オ
リ
ン
の
聴

き
」
出
演
:・
富
田
ゆ
い
こ
さ
ん
ほ
か

主

催

我

孫
子
野
外
美
術
展
実
行
委

員
会
固

同
実
行
委
員
会
事
務
局
宮
7
1

8
9
・
0
3
2
4

「
子
ど
も
放
送
局
」
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

あ
やーど
り
で
遊
ぼ
う

「
子
ど
も
放
送
局
」
は
、
E
L
N

E
T
(文
部
科
学
省
が
制
作
し
て
い

る
番
組
)
を
利
用
し
た
子
ど
も
向
け

の
テ
レ
ピ
番
組
で
、
全
国
の
子
ど
も

た
ち
の
活
動
を
紹
介
し
た
り
、
テ
レ

ピ
を
見
な
が
ら
実
験
や
工
作
な
ど
を

行
い
ま
す
。

今
回
は
、
あ
や
と
り
の
基
本
を
ピ

デ
オ
を
見
な
が
ら
覚
え
、
楽
し
く
遊

び
ま
す
。

日
時

・
場
所
日
月
辺
日
出
午
前
日

時
か
ら
日
時
、
ア
ピ
ス
タ

対
象
・客

貝

3
歳
か
ら
中
学
生
(
親

子
で
の
参
加
も
可
)
、
初
人

(
応
募

者
多
薮
の
場
合
は
抽
選
)

参
加
費

無
料

申
し
込
み

ハ
ガ
キ
に
「
子
ど
も
放

送
局
」
、
住
所
、
氏
名
、
学
年
(
年
齢
)
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
日
月
7
日
必

着
で
〒
2
7
o
l
-
-
4
7
若
松
山
却

の
4
我
孫
子
地
区
公
民
館
へ

主

催

我

孫
子
市
教
育
委
員
会

固

我
孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1
8

2
・
0
5
1
1

アビスタ

っくし野コミュニティホー)~

市民プラザ

11月1日出"'3日制10:∞"'16:∞

ン
デ
ー
と
し
、
ま
ち
の
紹
介
や
応
援

活
動
を
行
う
も
の
で
、
対
名
古
屋
グ

ラ
ン
パ
ス
エ
イ
ト
戦
が
「
我
孫
子
ホ

ー
ム
タ
ウ
ン
デ
l
」
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
招
待
さ
れ
た
市
民
初
組

(ω人
)
が
熱
い
声
援
を
送
っ
た
ほ

か
、
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
は
、
子
ど
も

た
ち
1
5
0
人
が
お
そ
ろ
い
の

T
シ

ャ
ツ
で
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
し
(
写
真
)
、
観
客
席
か
ら
大

き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
我
孫
子
市
ふ
る
さ
と
産
品

連
絡
協
議
会
の
協
力
で
、
先
着
2
0

0
人
に
手
賀
沼
サ
プ
レ
な
ど
が
入
っ

た
「
我
孫
子
名
物
パ
ッ
ク
」
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
あ
わ
せ
て
、
ふ
る
さ
と
産

品
の

P
R
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ζ'J簡(f!eぃ

ダ
ン
ス
ぞ
ふ
る
さ
と
産
品
で
ま
ち
を
P
R

相
レ
イ
ソ
ル
「
我
孫
予
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
l
」

第
5
回
国
際
交
流
弁
論
大
会
で
市
長
賞

外
国
伏
W
同
学
生
が
人
の
心
の
温
か
さ
を
訴
え

日
月
4
目
、
目
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場

で
「
我
孫
子
ホ
1
ム
タ
ウ
ン
デ
l
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
サ
ッ
カ
ー
場
で
開
催

さ
れ
る
柏
レ
イ
ソ
ル
の
試
合
を
、
順

番
に
近
隣
8
市
1
町
の
ホ
1
ム
タ
ウ

あ

び
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ιー

ル

ッ

ハ
ソ

館

館

館

館

ト
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似
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民
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-
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会
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1
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1

1

1
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1

1
合

合

合

で

訂

i

m

1
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1
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1

1

1

恥

れ

れ

ま
棋
翫

t
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3

3
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5
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(
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冷

場

井

関

名

展
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鵡

※

※

※

※

※

※

※

師

時

時

時

削

は
荒

生

層

展

芸

も

も

円

も

5
円
玖

知

事

腕

叩

畑

眠

研

展

斡

騰

す

斡

会

一

税

関

明

開

f

華

し

域

展

講

会

菊

花

演

演

踊

展

会

山

秋

発

奏

会

域

割

当

2
当
mm
入
ク

銅
山

-
T
展
展
展

・
卜

地

芸

芸

大

子

菊

楽

公

舞

ン

大

・

蘭

曲

演

大

展

祭

地

:

'f
道
道
真
道
一
部
工
工
句
孫
北
音
劇
会
会
謡
ラ
曲
裁
洋
謡
曲
詠
画
唱
部

1
2

国

書
華
写
書
ハ
北
手
手
俳
我
湖
軽
演
茶
茶
民
洋
謡
盆
東
歌
三
吟
絵
合
北
※
※
※
※
※
※

第

5
回
国
際
女
流
弁
論
大
会
が
9

月
お
日
に
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、

市
長
賞
は
中
央
学
院
大
学
に
留
学
中

チ

a
ウ
カ
イ
エ
ン

の
中
国
人
女
性
、
越
海
燕
さ
ん
に
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
弁
論
大
会
に
は
、
中
学
生

あ

...， 
ιー

れ

ファクスガイド ・ファクス便利帳ft7183-6000 

れ
か
ら
九
歳
の
方
ま
で

9
人
が
受
壇
。

英
語
の
部
と
日
本
語
の
部
に
分
か
れ
、

2
人
の
外
国
人
の
方
も
日
本
語
で
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

越
さ
ん
は
、
「
人
の
心
は
皆
温
か

い
」
と
い
う
横
題
で
、
日
本
で
初
め

て
の
手
術
を
受
け
た
と
き
の
不
安
や

心
細
さ
、
日
本
の
友
人
や
医
者
に
慰

め
ら
れ
励
ま
さ
れ
た
体
験
を
、
見
事

な
日
本
語
で
発
表
し
、
外
国
人
と
し

て
は
初
の
市
長
貨
を
手
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
教
育
長
賞
に
は
高
校
生
の

磯
谷
麻
衣
さ
ん
、
国
際
究
流
協
会
会

長
賞
は
安
逮
信
男
さ
ん
、
会
場
審
査

員
賞
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
農
業

研
修
で
訪
れ
て
い
る
ウ
チ
ュ

・
パ
ッ

ド
ル
デ
ィ
ン
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

テレホンガイド ・声の便利帳ft7185-5000 



2003.11.1 (8) 

G貧
弱
包〉

急
曹

(
ヨ
ハ
ン

・
デ
H

メ
イ
)
、
バ
レ
エ

組
曲

「コ
ッ
ペ
リ
ア
」
第
1
幕
よ
り

(L
・
ド
リ
l
ブ
)
、
ウ
ィ
ー
ン
の

朝
・
畳
・
晩

(
F
・
ス
ッ
ペ
)

指

揮

米

津
俊
広
さ
ん

費

前

売

り
5
0
0
円
、
当
日
6
0

0
円
(
小
学
生
以
下
は
無
料
)
〈
全

席
自
由
)

入
場
券
販
売
所
伊
藤
楽
器
マ
イ
ス

タ
1
松
戸
庖
、
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

・
ギ
ン
セ
イ
(
柏
そ
ご
う
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ
3
階
)
、
シ
ャ
ー
プ
楽
器
(
流

山
市
)
、
フ
ァ
ミ
リ
か
し
わ
事
務
局

(
柏
丸
井
4
階
)

圃

松

村

宮
7
1
6
9
・
9
5
2
9

特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

久

遠

苑

文

化

祭

日
・
所
日
月
9
日
冊
目
時
却
分
1

日
時
、
久
遠
苑
(
雨
天
実
施
)

内

パ
ザ
l
、
作
品
展
示
、
模
擬
庖
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

圃

同

苑
宮
7
1
8
7
・
3
1
4
1

我
孫
子
盆
栽
山
野
草
ク
ラ
ブ

会

員

展

示

会

日
・
所
日
月
2
日
制

・
3
日
嗣
9

時
S
M
時
、
脅
木
園
植
木
鉢
セ
ン

タ
ー
(
東
我
孫
子
駅
北
口
下
車
徒
歩

1
分
)
〈
入
場
無
料
、
雨
天
実
施
)

内

盆
栽

・
秋
の
山
野
草
類
の
展
示

圃

林

宮
7
1
8
2
・
8
5
2
0

(日
時
i
H
時
)

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催

・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

-ー-
で

か

け

て

み
ま
ぜ
ん
か

葉

地

区
ま

き

く
り
援

会

叩
周
年
記
念

「
み
ん
な
の
文
化
祭
」

日
・
所
日
月
日
日
回
目
時
1
日即
時、

日
日
制
9
時
お
分
5
日即
時
mw
分
、
新

木
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
入
場
無
料
)

内

叩
周
年
記
念
式
典
、
記
念
講
演
、

舞
台
発
表
、
展
示

圃

同
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
8
・
2

0
1
0
 

内

生
徒
が
職
業
実
習
で
作
っ
た
農

産
物
、
槌
蛎
の
菌
、
手
芸
製
品
、
縫

製
品
、
陶
磁
器
、
木
工
製
品
な
ど
の

展
示

・
販
売
、
製
作
体
験
コ
ー
ナ
ー

圃

同
校
宮
7
1
4
8
・
0
2
0
0

第

お

国

松

養

祭

日
・
所
日
月
8
日
出
9
時
却
分
i

u時
却
分
、
県
立
松
戸
養
護
学
校

(松
戸
市
栗
ケ
沢
)
〈
入
場
無
料
)

内

模
擬
庖
、
ゲ
l
ム
、
作
品
展
示
、

近
隣
福
祉
作
業
所
な
ど
の
出
庖
ほ
か

圃

同
校
宮
0
4
7
・
3
8
8
・
2

1
2
8
 

古
賀
政
一
男
生

麗

t
O

O
周
年
配

志

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
演
奏
会

日
・
所
ロ
月
7
日
冊
目
時
開
演
、

市
民
会
館

内

第
1
部
古
典
音
楽
(
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
テ
ル
ほ
か
)
、
第
2
部
に
っ
ぽ

ん
の
う
た
(
影
を
慕
い
て
、
丘
を
越

え
て
ほ
か
)
、
第
3
部
世
界
の
音
楽

(
小
さ
な
喫
茶
庖
、
テ
イ
コ

・
テ
イ

コ
ほ
か
)

出

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
骨
密
政

我
孫
子
合
唱
連
盟
、
レ
オ
ツ
ク
ス

費

指

定

席
2
3
0
0
円
、
自
由
席

2
0
0
0
円

入
場
券
販
売
所

市
民
会
館
内
売
庖

ひ
ろ
が
り
、
ブ
ッ
ク
イ
ン
ひ
ら
が
、

荒
井
書
庖
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
つ

く
し
野
庖
、
東
京
事
務
器
、
森
田
屋

書
庖
圃

今
泉
宮
7
1
8
9
・
0
3
7
6

柏
市
民
吹
奏
蟻
圏
第

M
回
演
奏
会

s
創

立

却

周

年

記

念

3

日

・

所

日
月
お
日
鯛
凶
時
開
演
、

柏
市
民
文
化
会
館

内

交
響
曲
第
1
番

「指
輪
物
語
」

内
・
:
内
容

種
・
:
種
目

出
・:
出
席
者
・

出
演
者

工

房

作

品

展

t1 
日
・
所
日
月
日
日
同
日
時
加
分
i

m時
、
日
日
冊
目
時

s口
時
、
湖
北

地
区
公
民
館
(
入
場
無
料
)

内

こ
れ
ま
で
の
見
荏
作
品
や
通
附

ス
タ
ッ
フ
の
作
品
展
示
(
絵
は
が
き
、

陶
芸
、
絵
画
、
写
真
、
紙
す
き
、
裂

き
織
り
な
ど
)
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

(
日
日
M
時
、日
日
日
時
日
分
-
M
時
)

圃

i
工
房
宮
7
1
3
9
・
1
1
5

3
 

参

加

し

て

み
ま
ぜ
ん
か

怠

ぁ

ょ

う

発

表

会

日
・
所
日
月
9
日
倒
9
時
却
分
i

u時
叩
分
、
県
立
我
孫
子
養
護
学
校

(
新
木
1
6
8
5
)
〈
入
場
無
料
〉

内

劇
、
踊
り
、
音
楽
活
動
な
ど
の

発
表
、
作
品
展
示

圃

同
校
宮
7
1
8
7
・
0
8
3
1

ミ
ッ
フ

ィ
I
タ
イ
ム
土
曜
版

日
・
所
日
月
mm
日
回
目
時

s
m時

却
分
、
ア
ビ
ス
タ

内

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
ぴ

対

2
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
、
日
組
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は

回
数
を
増
や
し
ま
す
)

※
3
歳
以
上
の
託
児
あ
り
(
叩
人
)

申
・
圃

ハ
ガ
キ
に

「ミ
ッ
フ
ィ
l

タ
イ
ム
希
望
」
、
住
所
、
参
加
者
会

対
・
:
対
象
・

定
員

持
・
:
持
参

K 。

~ 
~ 

Y 。

第1104号

日
・
所
日
月
日
日
出
9
時
日
分
S

U
時
加
分
、
県
立
養
護
学
校
流
山
高

等
学
園
(
流
山
市
野
々
下
)
〈
入
場

無
料
〉

日
・・・
日
時

所
・・・場所

員
の
氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児
の
有

無
を
明
記
し
、
日
月
日
日
必
着
で
〒

2
7
O
I
l
-
4
7
若
松
お
の
4
市

民
図
書
館
宮
7
1
8
4
・
1
1
1
0

第
5
回
我
孫
子
市
民
ぺ
タ
ン
ク
大
会

日

・
所
日
月
辺
自
国
9
時
集
合
、

市
ゲ
1
ト
ボ
1
ル
場
(
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
そ
ぱ
)
〈
雨
天
中
止
〉

競
技
方
法
小
学
生
以
上
(
初
心
者

可
)
、
3
人
1
チ
l
ム
に
よ
る
リ
ー

グ
戦
費

1
人
1
0
0
円
(
保
険
代
)

申

・
圃

ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
チ
ー

ム
名
、
参
加
者
会
員
の
住
所
・
氏
名

・
年
齢
、
代
表
者
の
電
話
番
号
を
明

記
し
、

u月
H
日
必
着
で
一
T
2
7
O

I
l
l
-
1
古
戸
6
9
6
教
育
委
員

会
体
育
課
宮
7
1
8
7
・
7
5
5
5

市

民

剣

道

大

会

明
記
し
、

日
月
比
日
必
着
で
一
T
2
7

0
1
1
1
6
5
並
木
9
の
3
の
2
駒

田
由
美
子
宮
7
1
4
9
・
3
6
8
5

湖
北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
鵠
会

健

康

教

室

。
第3
固

日

・
所
日
月
9
日
制
9
時
加
分
S

H
時
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
参

加
無
料
)

内

生
活
習
慣
病
と
食
事
(
試
食
あ

り
)。第4
回

日
・
所

U
月
日
日
出
9
時
却
分
5

日
時
、
湖
北
台
中
央
公
園
野
球
場
(
雨

天
の
場
合
は
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ

ー
)
〈
参
加
無
料
〉

内

ウ
オ
1
キ
ン
グ
実
習
(
運
動
の

で
き
る
服
装
で
ご
参
加
を
)

圃

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1

8
7
・
1
1
2
2

相
馬
置
場
八
十
八
ケ
所
を
巡
る
会

日
・
所
日
月
日
日
制
9
時
湖
北
駅

南
口
駅
前
広
場
出
発
(
小
雨
実
施
)

コ
l
ス

湖
北
駅
か
ら
都
部
の
正
泉

寺
、
古
利
根
沼
を
回
り
、
小
堀
の
常

円
寺
か
ら
中
峠
へ
出
て
、
日
秀
観
音

か
ら
将
門
神
社
を
経
て
湖
北
駅
(
全

行
程
約

U
M
、凶
時
初
分
解
散
予
定
)

費

5
0
0
円
(
保
険
料
ほ
か
)

持

タ

オ
ル
、
雨
具
、
昼
食
、
シ
l

'
F
 

圃

佐
藤
宮
0
2
9
7
・
九
・

1
3

6
0
 

法

廷

傍

聴

ム一
A

日
・
所
ロ
月
2
日

ω日
時
i
U時、

千
葉
県
弁
護
士
会
(
松
戸
市
松
戸
1

2
8
1
の
却
住
友
生
命
松
戸
ピ
ル
)

内

事
前
説
明
会
、
法
廷
の
傍
聴
、

傍
聴
後
の
解
説

対

先
着
お
入

費

無

料

申

・
圃

電
話
で
日
月
4
日
目
時
か

ら
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
支
部
包
0

4
7
・
3
6
6
・
6
6
1
1

※相談名が色付きのものは予約制です。
相 談 名 日 時 場 所 問い合わせ

6日(木)、11日(火)、13日(木)、18日(火)、市民相談室
秘書課法 律 キ目 =au， 矢 20日(木)、25日(火) 9:30-15:30 I (本庁2階)

※予約は11月4日(火)8時30分から電話で干島書課ヘ 内綜269

県民無料法律相談 14日(金)、28日(金)13:00-16:001(喜男界都)東葛飾地域
s県o民nセ-36ン5叩タ0-8 (民事) ※予約は相該自の過の最初の平日の9時から電話で杭Eヘ

税 務 キ目 =au， 矢 21日{金} 10:00-15:00 収税課 収税課
※予約は11月17日(月)8時30分から電話で取税課ヘ 内線341

人 権 相 談 27日(木) 10:00-15:00 酉別館2陪面積室 生活支援課
行 政 相 談 27日(木) 10:00-12:00 

市民相談室
秘書課

不動産相談 14日(金) 10:00-15:00 都市計画課
住 'セ晶『 相 談 14日(金) 10:00-15:00 消費生活センター 内線553
交通事故相談 10日(月) 10:00-15:00 交通整備課 交通整備課
'L' の キ目 談 6日(木) 13:30-15:40 福祉総合相談室 福祉総合相接室
酒 害 相 談 7日(金) 13:30-15:00 内線393

4カ月児相談 4・11日(火)9:00-9:回受付 保健センター 保健センター
育 児 相 談 19日(水} 9: 15-10:00受付 アビスタ 87187・1131

未熟児等発達相談 27日(木)13:15-14:00受付
療 育 相 談
アルコーJ哨みごと相談 17日(月) 14:00-16:00 柏保健所 相保健所

心の健康相談 7・10・19日 14:00-16:00 87167-1255 

女性のための健康相談 婦人科…11日(火) 内科…18日(火)

健 康 相 談
7日(金) 10:00-11: 15 つつじ荘 つつじ荘
14日(金) 10:00-11: 15 西部福証セン9-西部福祉セン9-

健康生きがいづくり相談 11・25日(火) 10:30-16:00 
祉会福祉協議会17日(月) 9:00-15:00 祉会福祉協議会

心配ごと相談
10日(月) 9:00-15:00 保健センター 87184・1539

結 婚 相 談 2・16日(日) 10:00-14:00 祉会福祉協議会

参月の相談曾周@ぷ縦通色沼謂

主
・
:
主
催
・
共
催

教室 名 日 時 定員参加費 持参 ・備考

木工教室
9日(日)10:∞N12:ぬ 5人 初O円なし(一輪車のプランター)

リフォーム品リペア講習会 9日(日)10:∞N12:∞ 7人無料 なし
(ふすま、障子の張り替え)

牛乳パックでハガキ作り教室 14日(金}1O:00N12:00 5人 初O円パスヲオルまたはヲオル2故

刃研ぎ教室 15日(土)①10:0か12:∞ 各国 初O円包丁(2本以内)
@13:0か15:∞ 5人

卜ールペインティング教室 16日(日)1O:00N12:00 7人700円丸筆・平筆各2本、工
(クリスマスツリー) プロン、ぞうきん

おしゃれ教室 18日(火)、12月16日(火) 幅35cm長さ32伽nくらいの

(ウールの着物でチャンチャンコ) いずれも10:∞N15:∞ 5人 初O円ほどいたウールの着物・裏地
※2固とも参加できる方 (木綿)、識経道具、昼食

小袋作り教室 19日(水}1O:00N15:00 7人 初O円5伽咽方柵自・棚各1枚
(ティッシュボックスカバー) 裁縫道具、細ひも120cm、思食
おしゃれ教室

26日(水}1O:00N15:00 5人 初O円裁縫道具、昼食(傘の布で買い物袋)

布あそび教室
28日(金}1O:00N15:00 5人350円加nファスナー、裁縫道具、(ネクタイで作るポーチ) 昼食

裂き織り教室 ① 9・ 3~12・∞ 各国
日O円1m四方の古布、ハサミ(裂いた布を材料に織る)28日(金}@1ioか15:306人

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

申し込み 電話で月曜日を除く毎日9時から17時までに、ふれあい工房運営協
議会87186-5500ヘ(いずれも定員になり次第締め切り。キャンセルの場合は
必ずご連絡を。キャンセjレ待ちの方は、開催目前日にご連絡ください)

市役所のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp市役所の電話番号ft7185-1111 

日
・
所
日
月
初
日
制
9
時
開
会
、

市
民
体
育
館

種

小
学
生
低
学
年
男
女
、
小
学
生

高
学
年
男
女
、
中
学
生
男
子
、
中
学

生
女
子
、
高
校
生
男
子
、
高
校
生
女

子
、
一
般
3
段
ま
で
、
一
般
4
段
以

上

(
8
種
目
)

対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

費
小
・
中
学
生
3
0
0
円
、
高
校

生
以
上
5
0
0
円

申

・
圃

電
話
で
U
月
H
固
ま
で
に

藤
盛
宮
7
1
8
3
・
0
6
9
8

第
惜
回
我
孫
子
市
オ
ー
プ
ン

家
庭
婦
人
団
体
卓
球

大
会

日
・
所

U
月
お
日
働
9
時
受
け
付

け
、
市
民
体
育
館

種

1
チ
1
ム
5
人
以
上
の
団
体
戦

(
4
単
1
視
で
視
の
選
手
1
人
の
み

重
複
可
)
〈
A
・
B
-
C
の
ラ
ン
ク
別
、

ア
ン
チ

・
粒
高
は
使
用
禁
止
〉

対

初

歳
以
上
の
女
性

費

1
チ
l
ム
4
0
0
0
円

申

・
圃

ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
チ
ー

ム
名
、
ラ
ン
ク
、
代
表
者
の
住
所
・

氏
名

・
電
話
番
号
、
全
員
の
氏
名
を

費
・
:
費
用

申
・:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)
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高
齢
者
の
再
就
職
を

め
ざ
す
パ
ソ
コ
ン
講
座

日
・
所

ロ
月
1
日
開

5
2
日
同
9

時
S
M時
(
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
。
全
日
日
間
)
、
富
士
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
専
門
学
校
(
北
小
金
駅
南

口
下
車
徒
歩
3
分
)

内

実
務
で
使
え
る
技
術
の
習
得

対

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

ω歳
1

日
歳
で
就
職
を
希
望
す
る
パ
ソ
コ
ン

操
作
中
級
者
、

M
人
(
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
)

費
無
料
(
別
途
テ
キ
ス
ト
代
1
7

8
5
円
。
交
通
費
自
己
負
担
)

申
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
に

「高
齢
者

の
再
就
職
を
め
ざ
す
パ
ソ
コ
ン
講
座
」、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
、
返
信
用
あ
て
先
を
明
記
し
、
日

月
ロ
日
必
着
で
〒
2
7
O
I
l
-
2

1
中
峠
2
6
0
7
細
我
孫
子
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
8
・

2
2
0
0
 

-ー-.. ti 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

生
き
が
い
づ
く
り
講
座

。
ふ
す
ま

・
障
子
・
網
戸
張
り
替
え

講
座
日
・
所
ロ
月
四
日
同
・
四
日
働
9

時
1
日
時
(
全
2
回
)
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
整
附
(
つ
つ
じ
荘

事

隣
)
〈
参
加
無
料
〉

対

先
着
却
人

持

エ
プ
ロ
ン
、
昼
食

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
ご
参
加
を

@
植
木
管
理
基
礎
講
座

日
・
所
ロ
月
日
日
制
・
日
日
同
9

時
1
日
時
(
全
2
回
)
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所

(
つ
つ
じ
荘

隣
)
〈
参
加
無
料
〉

対

先
着
却
人

持

花

パ
サ
ミ
、
獄
窓
パ
サ
ミ
、
作

業
に
適
し
た
服
装
、
昼
食
、
お
持
ち

の
方
は
折
り
た
た
み
ノ
コ
ギ
リ

申
・
圃

ど
ち
ら
の
講
座
も
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
住
所
、
時
制
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
用
あ
て
先

を
明
記
し
、
日
月
U
日
必
着
で
一
T
2

7
0
1
1
1
2
1
中
峠
2
6
0
7
細

我
孫
子
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

宮

7
1
8
8
・
2
2
0
0

目
立
総
合
経
世一
研
修
一
謹
園
の
一
般
公
開

3
我
孫
子
の
地
域
資
源
を
再
発
見
3

目
立
総
合
経
営
研
修
所
の
ご
好
意

で
、
同
研
修
所
の
庭
園
を
公
開
し
ま

す
。
準
備
・
運
営
は
市
民
が
協
力
し
、

「企
業
・
個
人
が
維
持
す
る
建
物
、
庭
、

緑
地
を
地
域
の
資
源
と
し
て
周
辺
市

民
も
一
緒
に
理
解
し
支
え
て
い
こ

う
」
と
い
う
趣
旨
で
行
い
ま
す
。

さ

さ

き

ゅ

う

す

け

佐
々
木
優
介
ち
ゃ
ん

(
白
山
・

1
歳

3
カ
月
)

よ
く
禽
へ
、
よ
く
寝
て
、
い
つ

も
ご
き
げ
ん
。

5
つ
年
上
の
あ
兄

ち
ゃ
ん
と
仲
良
<
遊
び
ま
す
。

永三
田込

陽
菜
ち
ゃ
ん

(
湖
北
台
・

1
歳
4
カ
月
)

よ
く
直
べ
、
よ
く
遊
び
、
よ
く

眠
る
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
元
気
い

っ
ぱ
い
の
お
て
ん
ば
娘
で
す
。

日
・
所
日
月
辺
日
回
目
時
S
M即
時

(
入
国
は
日
時
ま
で
。
小
雨
実
施、

荒
天
の
場
合
は
却
日
)
、
目
立
総
合

経
営
研
修
所
(
高
野
山
)

費

1
0
0
円
(
庭
園
維
持
・
公
開

協
力
賛
。
小
学
生
以
下
は
無
料
)

※
座
談
会
「
庭
園
公
闘
を
考
え
る
」

を
H
時
5
日
時
、
同
研
修
所
別
館
研

修
室
で
開
催
し
ま
す
。

主
我
孫
子
の
景
観
を
育
て
る
会

圃

今
川
宮
0
9
0
・
9
1
3
2
・

9
7
2
0
 

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
パ

ス
・
電
車
等
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
飲
食
物
、
ペ
ッ
ト
、
カ
メ
ラ
、
ピ

デ
オ
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

軽
量
粘
土
で
つ
く
る

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

日
・
所

U
月
5
日
制
9
時
却
分
5

日
時
初
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

対

先
着
目
人

費

1
5
0
0
円
(
材
料
費
)

申
・
圃

電
話
で
椿
の
会
・
遠
藤
宮

7
1
8
8
・
7
4
1
2

ご

っ

こ

ひ

ろ

ば

や

き

い

も

大

会

日
・
所

U
月
日
日
冊
目
時

sロ
時
、

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
(
雨
天
中
止
)

〈
参
加
無
料
〉

内

焼
き
い
も
、
ボ
1
ル
遊
ぴ
、
シ

ャ
ボ
ン
玉
遊
び
ほ
か

対

O
歳
児
i
未
就
学
児
と
保
護
者

持

お

子
さ
ん
の
飲
み
物

圃

社
会
福
祉
協
議
会
宮
7
1
8
4

.-之
b
q
u
Q
d

親
子
で
あ
・
そ
・
ぼ

日
・
所
日
月
5
日
制
・
お
日
ω四日

時
1
日
時
加
分
、
ア
ピ
ス
タ

内

5
日
:・人
形
劇
、
お
日
:・
風
船

遊
ぴ
、
わ
ら
べ
歌

対

1
歳
半

5
幼
稚
園
就
園
前
の
お

子
さ
ん
と
保
護
者
、
先
着
目
入

費

1
6
0
0
円

(2
回
分
)

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
小
林

宮
間

0
4
7
・
3
4
6
・
7
6
6
0

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

体

験

教

室

日
・
所
日
月
幻
日
働
日
時
1
日
時

初
分
、
ア
ピ
ス
タ

内

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
レ

ン
リ
ン
対

先
着
却
人

費

2
5
0
0
円
(
材
料
費
)

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
オ
レ

ン
ジ
ハ
ウ
ス
・
三
輪
宮
附
7
1
8
8

・
4
6
7
8

と
う
か
つ
地
域
的
代
市
長
サ
ミ
ッ
ト

流

山

、

我

孫

子

、

鎌

ケ

苔

日
・
所
日
月
mm
日
出
比
時
5
日即時、

江
戸
川
大
学
(
流
山
市
駒
木
)
〈
書

加
無
料
〉

内

東
世
相
飾
地
域
の
mw歳
代
市
長
が
、

ま
ち
の
将
来
に
つ
い
て
語
り
合
い
、

ま
ち
づ
く
り
や
市
民
参
加
を
考
え
る

出

井
崎
義
治
流
山
市
長
、
清
水
聖

士
鎌
ケ
谷
市
長
、
福
嶋
浩
彦
市
長

圃

と
、
フ
か
つ
地
域

ω代
市
長
サ
ミ

ッ
ト
実
行
委
員
会
事
務
局
8
7
1
6

0
・
5
5
1
1

ぼ
し
ゅ
う

リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
E
了

ケ

ッ
ト
出
唐
者

日
・
所
日
月
初
日
冊
目
時
S
M時、

ふ
れ
あ
い
工
房
(
出
庖
料
無
料
)

対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
個

人
・
団
体
(
業
者
は
不
可
)

募
集
数
話
区
画

(
1
区
画
3
・
3

d
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

申
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
に
代
表
者
の

住
所
、
氏
名
(
団
体
名
)
、
電
話
番
号
、

主
な
出
庖
品
目
、
返
信
面
に
あ
て
先

を
明
記
し
、

U
月
日
日
必
着
で
一
T
2

7
o
l
-
-
7
3
脅
山
4
5
0
ふ
れ

あ
い
工
房
宮
7
1
8
6
・
5
5
0
0

学
校
給
食
臨
時
栄
養
士

対

学
校
給
食
ま
た
は
集
団
給
食
勤

務
経
験
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
(
ワ
l

プ
ロ
程
度
)
が
で
き
る
栄
養
士
資
格

を
持
つ
方
、
-
人

勤
務
時
間

月
i
金
昭
日
、

1
日
8

時
間
賃
金
時
給
1
0
8
0
円
(
通
勤
手

当
別
途
支
給
)

申
・
圃

履
歴
書
(
写
真
賠
悦
)
に

資
格
証
明
書
の
写
し
を
添
付
し
、

u

月
四
固
ま
で
に
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
宮
7
1
8
5
・
1
1
5
1
へ
直

接
持
参お
し
ら
ぜ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

便

利

な

口

座

振

替

で

一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
納
め
に
行

く
手
聞
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
先

口
座
の
あ
る
全
国
の
金

融
機
関
(
農
協
含
む
)
や
郵
便
局

持

国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
、
預

貯
金
通
帳
、
通
帳
届
け
出
印

圃

松

戸
社
会
保
険
事
務
所
宮
0
4

7
・
3
4
5
・
5
5
2
5

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

日
・
所
日
月
日
日
同
日
時
加
分
5

日
時
記
分
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
相
談
室
(
市
役
所
西
別
館
3
階
)

内

専
門
医
師
に
よ
る
無
料
相
談

対

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
申
・
圃

電
話
で
介
護
支
援
課
宮
7

1
8
6
・
1
4
1
1
(予
約
制
)

年
末
調
整
等
説
明
会

日
・
所
日
月
四
日
制
日
時
加
分
1

日
時
却
分
、
市
民
会
館

※
年
末
調
整
等
に
必
要
な
書
類
を
会

場
で
配
布
し
ま
す
。
案
内
状
が
届
い

て
い
る
方
は
、
年
末
調
整
関
係
諸
用

紙
請
求
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

圃

柏

税
務
署
法
人
課
税
第
2
部
門

宮

7
1
4
6
・
2
3
2
1

平
成
時
年
成
人
式

日
・
所

1
月
ロ
日
嗣
受
け
付
け
:-

m時
却
分

5
日
時
、
式
典
:
・
日
時
S

正
午
、
市
民
会
館

対

市
内
在
住
の
昭
和
田
年
4
月
2

日
1
日
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

※
ロ
月
上
旬
に
墾
内
通
知
を
お
送
り

し
ま
す
。
市
内
小
・
中
学
校
の
卒
業

生
は
、
市
外
在
住
の
方
も
出
席
で
き

ま
す
。

圃

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
宮
7

1
8
5
・
1
1
5
1

平
成
何
年
度
新
規
高
卒
者

就

職

面

接

会

日
・
所
日
月
初
日
同
日
時
初
分
i

M
時
、
プ
ラ
ザ
へ
イ
ア
ン
柏

対

来
年
3
月
高
等
学
校
卒
業
予
定

で
就
職
を
希
望
す
る
方
、
来
年
3
月

高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
採
用
を
計

画
し
て
い
る
事
業
主

申

就
職
希
望
者
:
・
学
校
を
通
じ
て

申
し
込
み

事
業
主
:
・
ハ
ロ

1
ワ
ー

ク
松
戸
へ
求
人
票
を
提
出

圃

ハ
ロ

1
ワ
1
ク
松
戸
宮
0
4
7

.
3
6
7
・
8
6
0
9

※
日
時

i
u時
ま
で
「
就
職
前
講
習

会
(
就
職
す
る
に
あ
た
っ
て
)
」
を

行
い
ま
す
。
就
職
を
希
望
す
る
生
徒

(
午
後
か
ら
の
面
接
会
参
加
者
を
含

む
)
は
学
校
に
確
認
の
う
え
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

中
小
企
損
害
に
役
立
つ
情
報
を
盛
り
込
ん
だ

メ
l
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
無
料
配
慣

例
千
葉
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で

は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
に
役
立
ち

そ
A
J
な
支
援
情
報
や
講
演
会
・
研
修

な
ど
の
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
メ
l
ル

マ
ガ
ジ
ン
を
毎
月
2
回
無
料
で
配
信

し
て
い
ま
す
。

登
録
方
法
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
1
ム

ペ
l
ジ

(
宮
吾
一¥
¥若
者
宅
・

2
守
'

ロ
2
・
2
・
V
¥B
m
k
g
Z円
)
の
登

録
フ
ォ
ー
ム
か
ら
登
録

圃

同
セ
ン
タ
ー
I
T支
援
グ
ル
ー

プ
宮
0
4
3
・
2
4
6
・
9
8
0
0

所

中峠寺前公園

浅野奇 3号公園
191柴崎台北公園

61森の公園
1- 木北公園

王台東公園

守 l根戸近隣センター

金 1~'. 1久寺家あけぼの公園
21 1つくし野4号公園東倒入口

水 I~~I ケンわト7ライ ドチキン駐車場
261台田池尻公園

木 I~~I あぴこショ ッピングプラザ前広場
271白山中学校裏門入口

金 11~1東 屋敷公園
281つくし野4号公園東倒入口

移動図書館そよかぜ号歪毘i
13:20-13:50 
14: 1 0-14:40 
15:00-16:00 
13:20-13:50 
14: 1 0-14:40 
15:00-16:00 
13:20-13:50 
14: 15-14:45 
15:00-16:00 

時間場

より
Vおはなし会

ミッフィータイム(対象:1歳-3歳児.) ~一一
場所| 日時 | 内容 11水 I~
市民図書館113日・27日(木)1 0:40-11 :00 1手あそ成絵本の読み聞かせほか |
パーパタイム(対象:4歳-9歳児)

l 場所| 日時 | 内容 11木|三|新
市民図書館16日・20日(木)1 1 11 1ω反
湖北台分館1 14日(金) 116:∞-16:301素話、絵本の読み聞かせほか
布佐分館113日・27日(木)1
Vミニギャラリー

場所

曜日|日

市民図書館 87184・1110
湖北台分館 87187・3055
布佐分館 87189・1311
穆劃聞書館 勾7187・0909

内
--. 
合

園

14:00-15:00 
15:20-16:00 
14:00-15:00 
15:20-16:00 
14:00-14:30 

展示期間

11月12日

12月7日

湖北台分館|写真 (5点) r清津峡j…斎藤民霧失

身体障害者福祉センターI書道展j山岡田紙朝献ー、際情、
布佐分館|上駈底割11博哉金制¥1村舵佐鵬底寺鵬子、時勇、目館、

高胤入、平石賦綿駄村田棚、厳恨横附ー、横山雌

晶・作者作

市民プラザギャラリー
催し名・問い合わせ 日 時

第46回我孫子市民文化祭
1日(土)-3日(祝)

手工芸展
10:00-16:00 

阿部87182・8556
第23回 8日(土)-12日(水)
クレマチスアート展 10:00-19:00 
毛利87188・0548 ( 12日は17時まで)

第3回光画会写真展
14日(金)-19日(水)
10:∞-17:∞(14日は

中山87184・4149
13時から、 19日 1116時ま~

我孫子市民文化祭 22日(土)-26日(水)
第17回絵画展 10:00-18:00 
鈴木87182-0900 (26日は15時羽分まで)
第8回 28日(金)-12月3日(水)
森林美術家連盟展 10:00-18:30 (28日~
武田87182・1601 13時から、12月3日は1雨まで)

入場無料

ζ剃簡(f;eぃ

15:00-16:00 

ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 
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マ
マ
パ
パ
育
児
学
級

日
時
・
場
所
①
日
月
却
自
国
保
健

セ
ン
タ
ー
、
②
ロ
月
6
日
出
手
賀
沼

親
水
広
場

「
水
の
館
」
、
い
ず
れ
も

午
前
9
時
か
ら
正
午
(
全
2
回
)

内
容

①
:・
お
産
に
つ
い
て
の
話
、

体
浴
実
習
ほ
か
②
・:
育
児
ピ
デ
オ
・

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
賞
ほ
か

対
象
・
定
員
両
日
参
加
可
能
で
平

日
の
し
あ
わ
せ
学
級
に
参
加
で
き
な

い
夫
婦
、
初
組
(
応
募
多
薮
時
抽
選
)

参
加
費

無

料

申
し
込
み

ハ
ガ
キ
ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
住
所
、

2
人
の
氏
名
、
電
話
番

号
、
出
産
予
定
日
を
明
記
し
、
日
月

幻
日
必
着
で
〒
2
7
0
1
1
1
3
2

湖
北
台
1
の
ロ
の
日
保
健
セ
ン
タ
ー

E
メ
1
ル
F
o
w
oロ
の
自
民
O
吋
@
巳
件

-ー-t1 怠
法によらない任意接種の自己負担を助成金で軽減

高齢者のインフルエンザ予防接種

第1104号

l 圃 W
l 包
3 ~長と
l 健 5
セの
ン E
タ ET
lち-
宏E

J、、
7 
1 
8 
7 

妊
婦
の
た
め
の
歯
科
講
演
会

初
め
て
妊
娠
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、

妊
娠
中
の
歯
科
衛
生
や
赤
ち
ゃ
ん
の

歯
を
丈
夫
に
育
て
る
た
め
の
お
話
を

し
ま
す
。

ま
た
、
希
望
者
に
は
、
歯
科
相
談

や
口
腔
内
チ
ェ
ッ
ク
も
行
い
ま
す
。

日
時

日
月
幻
日
同
午
後
1
時
却
分

か
ら
3
時
(
参
加
無
料
)

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

講
師

勝
里
暴
歯
科
医
師
(
我
孫

子
市
歯
科
医
師
会
)

{各
賞
先
着
加
入

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
宮
7
1
8
7
・
1
1
3
1
へ

赤
十
字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

災
害
時
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
団

体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

ま
す
。赤
十
字
で
は
、
災
害
時
に
備
え
日

艇
か
ら
訓
練
や
研
修
を
行
い
、
災
害

時
に
機
能
的
な
活
動
が
で
き
る
よ
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

日
時
・

場
所

①
日
月
日
日
側
赤
十

字
会
館
(
千
葉
市
中
央
区
)
、
②
日

月
お
日
出
成
田
赤
十
字
病
院
、
い
ず

れ
も
午
後
1
時
却
分
か
ら
3
時
却
分

内
容

赤
十
字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
目
的
と
活
動
に
つ
い
て
、
だ
れ
に

で
も
で
き
る
応
急
手
当
の
知
識
ほ
か

参
加
費

無

料

客
員

各

日

1
0
0
人
(
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)

申
し
込
み
・
圃

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

参
加
希
望
日
を
明
記
し
、
日
月
7
日

必
着
で
〒
2
6
0
1
8
5
0
9
千
葉

+ + 

市
中
央
区
千
葉
港
4
の
1
日
本
赤
十

字
社
千
葉
県
支
部
救
護
福
祉
課
宮
0

4
3
・
2
4
1
・
7
5
3
1
m
0
4

3
・
2
4
8
・
6
8
1
2
へ

平
成一
m
・年
度
全
国
母
子
世
帯
等
調
査

全
国
母
子
世
帯
等
調
査
が
、
日
月

1
日
を
基
準
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
厚
生
労
働
省
が
行

う
も
の
で
、
全
国
の
母
子
世
帯
、
父

子
世
帯
、
父
母
の
い
な
い
児
童
の
い

る
世
帯
や
寡
婦
を
対
象
に
、
世
帯
の

状
況
、
住
居
、
仕
事
、
子
ど
も
の
状

況
な
ど
生
活
の
実
態
を
把
握
す
る
目

的
で
行
わ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
調
査
員

が
訪
問
し
て
調
査
票
を
配
布
し
、
郵

送
に
よ
り
回
収
を
行
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
母
子
世
帯
な
ど

に
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
の
基
礎

資
料
(
統
計
資
料
作
成
)
と
し
て
使

用
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
目
的
に
使
用

す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

圃

子
育
て
支
援
課
・
内
線
3
4
7

動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策
強
化
月
間

日
月
は

「動
物
に
よ
る
危
害
防
止

対
策
強
化
月
間
」
で
す
。
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
、
動
物
を
適
切
に
飼
い

ま
し
ょ
、
っ
。

。
動
物
に
は
、
飼
い
主
が
わ
か
る
よ

う
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
な
ど

を
記
載
し
た
名
札
を
付
け
ま
し
ょ
、
っ
。

ま
た
、
犬
の
首
輪
に
は
登
録
鑑
札

と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
必
ず
付

け
ま
し
ょ
う
。
万
一
逃
げ
出
し
た
場

合
の
発
見
に
も
役
立
ち
ま
す
。

。
犬
や
猫
が
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
責
任
を
持
っ
て
新
し
い
飼
い
主

を
探
し
ま
し
ょ
う
。

「飼
い
主
探
し

の
会
」
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

保
健
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
0

0
犬
・
猫
が
み
だ
り
に
繁
殖
し
な
い

よ
う
に
、
不
妊
・
去
警
干
術
な
ど
の

措
置
に
努
め
ま
し
ょ
、
っ
。

。
犬
・
猫
に
、
公
の
場
所
や
他
人
の

敷
地
内
で
排
せ
っ
さ
せ
る
よ
う
な
迷

惑
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
散
歩
時

に
お
け
る
排
せ
っ
行
為
は
、
適
切
な

し
つ
け
に
よ
り
や
め
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

「犬
の
正
し
い
飼
い
方
・

し
つ
け
台
数
室
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
保
健
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

。
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
犬
を
運
動
さ
せ
る
場
合
は
、

犬
を
制
御
で
き
る
人
が
引
き
綱
で
行

い
ま
し
ょ
う
。

。
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
猫

を
屋
外
で
飼
う
と
、
感
染
症
や
交
通

事
故
な
ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

。
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
、
ワ
ニ
、
ヘ
ピ
な

ど
の
危
険
な
動
物
を
飼
う
場
合
は
、

保
健
所
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
な
ど
を
沼
や
川

に
は
な
す
こ
と
は
、
大
変
危
険
で
す

の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
、
っ
。

圃

柏
保
健
所
宮
7
1
6
7
・
1
2

5
5
 

犬
の
飼
い
方
・

し
つ
け
方

教
室
(
基
礎
講
座
)

日
時

日
月
却
日
出
午
前
日
時
か
ら

午
後
O
時
初
分

場
所

流
山
市
北
部
地
域
図
書
館

(
流
山
市
東
探
井
9
9
1
)

内
容

⑦
学
科
講
習
②
模
範
演
技

③
同
伴
犬
の
実
技
訓
練
(
③
は
要
予

約
・
雨
天
中
止
)

講
師

石
田
輝
子
さ
ん
(
側
千
葉
県

動
物
保
護
管
理
協
会
)

定
員
印
人
、
う
ち
同
伴
犬
の
実
技

訓
練
は
叩
人
(
応
募
多
数
時
は
抽
選
)

参
加
費

8
0
0
円

申
し
込
み
・
圃

往
擾
ハ
ガ
キ
に
「犬

の
し
つ
け
方
教
室
受
講
希
望
」
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
犬
同
伴
希

望
の
有
無
、
犬
の
種
類
・
雄
雌
の
別
・

年
齢
、
相
談
内
容
、
返
信
あ
て
先
を

明
記
し
、
日
月
刊
日
必
着
で
〒
2
7

7
1
0
0
0
5
柏
市
相
2
5
5
柏
保

健
所
生
活
衛
生
課
宮
7
1
6
7
・
1

2
5
5
へ

健
康
・

3
@
い

び

(睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
)

こ
ろ
そ
く

不
整
脈
、
心
筋
梗
塞
、
心
不
全
脳
梗

塞
、
脳
卒
中
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
酸
素
不
足

は
脳
の
働
き
に
も
影
響
し
、
集
中
力

や
記
憶
力
が
低
下
し
ま
す
。
特
に
と

き
ど
き
音
が
や
ん
で
静
か
に
な
り
、

し
ば
ら
く
し
て
大
き
な
音
で
再
開
す

る
こ
と
を
繰
り
返
す
よ
う
な
、
断
続

的
な
タ
イ
プ
の

「
い
び
き
」
は
、
そ

の
問
呼
吸
そ
の
も
の
が
止
ま
っ
て
い

る
可
能
性
も
あ
り
、
危
険
性
が
高
い

「
い
び
き
」
と
い
え
ま
す
。
こ
の
内
、

7
時
間
の
睡
眠
中
に
叩
秒
以
上
の
無

呼
吸
が
初
回
以
上
あ
る
か
、

1
時
間

に
叩
秒
以
上
の
無
呼
吸
が
5
回
以
上

あ
る
も
の
は
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
い
び
き
」
を
か
き
や
す
い
条
件

「
い
び
き
」
を
か
い
て
い
る
と
熟

睡
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
実
は
十

分
な
睡
眠
が
取
れ
て
い
る
と
は
い
え

ぴ
こ
う

ま
せ
ん
。

「
い
び
き
」
は
、
鼻
腔
か

い
ん
と
う

ら
哩
唄
ま
で
の
気
道
が
な
ん
ら
か
の

理
由
に
よ
り
狭
め
ら
れ
、
空
気
抵
抗

が
大
き
く
な
り
粘
膜
や
分
泌
物
が
振

動
し
て
し
ま
う
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て

「
い
び
き
」
を
か
く

方
は
、
睡
眠
時
に
気
道
が
狭
め
ら
れ

て
い
て
体
内
に
取
り
込
ま
れ
る
酸
紫

い
ろ
い
ろ

が
少
な
い
た
め
、
色
々
な
悪
影
響
が

で
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

体
内
の
酸
繁
が
不
足
す
る
と
、
血

液
が
酸
性
に
傾
き
イ
ン
ス
リ
ン
の
分

泌
が
わ
る
く
な
り
、
糖
尿
病
に
な
り

や
す
く
な
っ
た
り
、
循
環
器
や
呼
吸

器
に
も
負
担
が
か
か
り
、
高
血
圧
、

らだわ

ヘ

肱
所

得

噛

療

紙

信
丸

会両
F

時

病

S
E

ほ
目
祝
休
曜口
u

h
p
案
内
図

。健康づくりうんどう教室
保健センタ-s7187・1131

日 時 場 所

12日(水)10:00N11:00布佐南公園
(雨天時:布佐平和台自治会館)

19日(水)10:00N11:00湖北台中央公園
(雨天時 :i:檎センター)

21日(金)10:00N11:00天王台函公園
(雨天中止)

項 目 期 日 対 象

し('?あ9ニわテせ学級 7日・14日・証(3娠回20iはE両~親27、週隷の方) 
イクラス)21日 (金)

小児マヒ生ワク 4日(火)15年4月生まれで1回t更ける方

チン (ポリオ)11日(火)15年9月2自に1回目t投草した方
投与 18日(火)15年5月生まれで1闘を受It9方

1麗6カ月見盤康診査 6日・13日(木)14年4月生まれ

2鹿8カ月児歯槽診 20日(木) 13年3月生まれ
3歳児健康診査6日・13日(木)12年4月生まれ

離(要乳食予教約)室 28日(金) 乳児(先の着い3る0人母)親

健(13康:刷いき3い:泊き教鮒室) 10日・17日明)体を動かしたい方25日ω

き
保健センター。各種健診と健康教室

内科 ・小児科 ・歯科

午前9時から11時30分
午後1時から4時30分
※歯科は午前中のみ

参 健康保険証、診療費

休日診療所宮ワ187-7020(診

療時間内のみ)

11月の二次救急病院
(休日・夜間当番病院)

訟原料目

受付時間

措

固

高齢者(65歳以上)のインフルエンザ予防接種は、来年1月31日まで500円(生活

保護世帯の方は「休日・夜間等医療受結証Jの提示により無料)の自己負担で受けるこ
とができます(保険証など住所・生年月日が確認できるものカ糠 )。

しかし、疾病等により本人の接種希望の意思確認が難しい場合は、法によらない任意

接種となり、全額自己負担になります。

そこで市では、意思確認のできない高齢者が家族などの責任で、この任意接種を受け

た場合の負担を軽減するため、助成金を突付します。

対象 次の似Dに該当する市内に住所を有する方を扶養または介護している方(ただし、
保健福祉施設等の関係者を除く)で①①の方へのインフルエンザ予防接種費用(予防接

種料と接種見合わせ聞の予診料)を負担した方

①65歳以上 (65歳の誕生日当日から有効)で、予防接種希望の意思確認カマ・きない方

②60歳以上65歳未満で心臓じん臓もしくは呼吸器明書により日常の生活が極度に

制限される方、 またはヒ卜免疫不全ウイルスによる重度の免疫の機能障害を有する方で、

予防接種希望の意思確認ができない方

曲成額 予防接種に要した費用から500円を控除した額(ただし4340円を限度に1回。

また、予診のみの場合は1固あたり2835円を限度に助成)

対象期間平成15年10月1日から16年1月31日

申請万法 申請書と病院の「接種済証明書及び予診料証明書J
(いずれも保健センターに用意)を保健センターに提出

申請期限 平成16年2月27日

園保健センターO7187・1131

と
し
て
①
肥
満
、
②
口
を
開
け
た
り
、

あ
ご
を
引
い
た
り
、
手
を
上
げ
る
な

ど
睡
眠
時
の
姿
勢
、
③
加
齢
、
④
ア

ル
コ
ー
ル
、
睡
眠
薬
な
ど
の
影
響
、

⑤
算
中
断
断
面
症
、
血
菜
、
咽
頭
炎
、

副
鼻
腔
炎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
①
や

②
は
肥
満
や
姿
勢
の
た
め
、
気
道
が

狭
く
な
る
こ
と
が
原
因
、
③
④
は
気

道
を
開
け
て
お
く
た
め
の
筋
肉
の
緊

張
が
ゆ
る
む
こ
と
が
原
因
で
す
。

健
康
に
大
き
な
悪
影
響
を
も
た
ら

す

「
い
び
き
」
を
治
す
た
め
、
⑤
の

疾
病
が
原
因
の
場
合
は
耳
鼻
科
で
の

治
療
が
前
提
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

他
の
場
合
に
は
、
就
寝
時
に
口
の
中

に
装
着
す
る
マ
ウ
ス
ピ

l
ス
に
よ
り

気
道
を
広
く
確
保
す
る
台
経
が
有
効

な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ

て
歯
科
に
も
ご
相
談
に
な
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

固

我
孫
子
市
医
師
会
2
7
1
8
8
・

F
b
Fb
つ』
F
b

tè100 瞳~. この広報紙は 100%再生紙・大亘インクを使用 しています。

日 病院 名 電 話

2日 我孫子東邦病院 7182・8166

3' 23日我孫子聖仁会病院 7188・3111

9' 24日アピコ外科整形外科病院7184・7321

16日 平和台病 院 7189・1111

30日 我孫子つくし野病院7184・2211


